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おうみ未来塾の概要

「おラみ未来塾」とは

市民活動やNPOが地域運営の一翼を担う時代

となった今、創造力とネットワークにより、企
業や行政だけでは解決できない地域課題に取り
組む人が求められています。おうみ未来塾は、

こうした地域課題に取り組む「地域プロデュー
サー」が育つ塾を目指しています。

地域プロデューサー

「地域プロデューサー」とは、地域の課題を

発見し、解決のための方策を考え、そのための
活動を実践する人や事業を興すことができる人、
言い換えれば課題発見力、政策形成力、実践

力を兼ね備えた人です。おうみ未来塾では、地

域プロデューサーに求められる、コンセンサス
能力、ネットワーク形成力、マネジメント能力

を向上させることを中心に取り組みます。

おラみ未来塾の特徴

(1)塾生の主体的な参加による塾づくり
塾生の主体的な参加による塾活動を行います。

カリキュラムの骨格を示しつつ塾生の意向と状
況を踏まえ、柔軟性のある「可塑性をもったカ

リキュラム」を基本としています。

(2)多彩な塾生で構成

地域や分野、所属、世代を越えた多彩な塾生

で構成します。地域を創る共通の思いを持つメ
ンバーが、グループワークやディスカッション
を重ねながら互いに高めあっていきます。

(3)地域や活動の現場からの学びと実践

講義を聴くだけでなく、市民活動やNPO・ま

ちづくりの実践の現場のフィールドワークを通
し、草の根から地域や社会を変えるものの見方

や考え方を学びます。塾活動後半には、地域プ

ロデューサーのための実践を学ぶ場としてグ
ループ活動を行います。

(4)幅広いネットワークの形成

地域や市民活動のキーパーソン、企業や行政、
また、それぞれの地域で活躍する卒塾生など、

多様な主体との幅広いネットワークづくりを目
指します。

システム

受講期間は原則として約18ヶ月です。

【基確実践コース (6~12月）】
各地でのフィールドワークを中心に、概ね月 1
回の講義を行います。

【創造実践コース（翌年1月～12月）】
フィールドやテーマにより、塾生数名程度から
なるグループを編成し、現地調査や考察・実践
等の活動を行います。活動内容や進め方により
月2回以上となることがあります。また、卒塾
式前には、グループ活動の成果発表会を行いま
す。

運営委員会

■塾長
北村裕明（滋賀大学理事・副学長）
■アドバイザー
岡崎昌之（法政大学現代福祉学部教授）
岸田属代 (NPO法人パートナーシップ・

サポートセンター代表理事）
藤井絢子 (NPO法人菜の花プロジェクト

ネットワーク代表）

お問い合わせ先

淡海ネットワークセンター
（公益財団法人淡海文化振興財団）

〒520-0801
滋賀県大津市におの浜1-1-20

（ピアザ淡海2階）
T E L 077-524-8440 
FAX 077-524-8442 
Email office@ohmi-net.com 
U R L http://www.ohmi-net.com/ 



塾長、アドバイザー、運営サポーターから

のメッセージ
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おうみ未来塾塾長

（滋賀大学理事・副学長）

北村裕明

信頼のネットワークをつくりだそう

地域づくりとは、地域の課題を発見し、政策

化し、実行し、そして評価することの積み重ね

です。そして、そうした過程で、人と人との信

頼のネットワークがどのように形成されるのか

が重要であることも、今日広く知られるように

なってまいりました。

おうみ未来塾12期生のグループ活動の中で
も、皆さんはそのことを気づかれたであろうと

思います。

「鹿深deござれ」は、水口町で定住外国人と

のコミュニケーションを深めるという課題に取

り組みました。 「おうみのふるさと物語プロジ

ェクト」は、守山市旧中主町を対象とし、民話

等の地域のふるさと物語を、発掘し編集し普及

する活動に取り組みました。 「古ゞ 屋」では、

米原市柏原で、古民家の再生と活用事業に取り

組みました。 「8meets」では、近江八幡市北
之庄で、地元野菜である北之庄菜を通じて、地

域の食文化と豊かな環境を継承できる仕組みを

づくりに取り組みました。

4グループの活動は、いずれも未来塾の活動と
して優れた水準に達し、いくつかは地元自治体

からの助成金を得ることもできました。しかし

同時に重要なことは、グループ活動を通して、

グループ内の信頼関係が深まり、グループと地

域の人々との信頼関係が形成されてきたことで

はないでしょうか。そして、信頼のネットワー

クが広がり深まるにつれて、事業が新しい段階

に達してゆくことを皆さんは実感されたのでは

ないでしょうか。

人と人との信頼のネットワークを、今日の社

会科学では社会関係資本（ソーシャル・キャピ

タル）と呼んでいます。そして、地域づくりを

効果的に行うための基盤としての社会関係資本

と、地域づくりの実践過程で成果として生み出

される社会関係資本とが注目されているのです。

地域プロデューサーとして地域づくりに取り
組みむのにあたり、事業に取り組む中で、当初

の信頼関係を、深みと広がりのある信頼のネッ

トワークヘと発展させること留意していただき
たいと思います。

おうみ未来塾運営アドバイザー

（法政大学現代福祉学部教授）

岡崎昌之
—“·· 9 ●, " 

足元を見る。現場を大切に。それらを相対
化する。

明治の初めEncyclopediaを 「百学連環」と訳
したのは西周だといわれています。江戸末期か

ら明治にかけて、日本の近代化に大きな役割を

果たした西周は、多くの英語を日本語に訳し、

定着させた人でした。百学連環とは、多くの学

問の連携の中に学童を入れ、教育するというこ

とで、今でいうリベラルアーツの重要性を説い
たものだそうです。

今年度の未来塾12期生のテーマは「つなぐ
カ、つながる力」です。東日本大震災など困難

をきわめる社会、解決したい課題を多く抱える

地域社会の状況などを背景とした言葉でしょ
ぅ。

地域の中には、ともすれば競い合ったり、お

としめあったり、反目したりと、さまざまなべ

クトルが存在しがちです。

「つなぎ、つながって」地域づくりを進めて
いくためには、百学の連環はもとより、地域内

のさまざまなベクトルを、めざすべき到達点に
向けて、連携させていくことが肝要です。

西周はphilosophyを「哲学」と訳した日本人

としても知られています。 「百学連環」も「哲

学」も、いずれの言葉も造語であり、その後、

多くの年月を経て、日本語として定着しまし
た。

そうした新しい言葉を生みだし、定着させた

西周には、英語（もしくはその語源をなすギリ

シャ語、ラテン語）に対する幅広い理解力と漢

文に対する深い造詣があったからでしょう。

ここからも地域づくりに対する指針を導き出

すことができます。つまり行政と住民、組織と

個人、集落間、地域間等々、異なる背景や主張

を持つ主体間を結び、新しい絆や方向性を導き

出すためには、それら両者の背景や主張、経

緯、それらが持つ含意を如何に十分に読み取

り、いかに理解しているかが問われるのでは

ないでしょうか。そのことなくして両者を融

合し、新しい持続的な地域づくりは創出でき

ません。

皆さまの今後の活躍を期待いたします。

3
 



おうみ未来塾運営アドバイザー

(NPO法人パートナーシップ・
サポートセンター(PSC)代表理事）

岸田員代
冒・暴J

濃密な時間は裏切らない。

12期生の皆さん、ご卒塾おめでとうございま
す。

1年半という限られた時間の中で、 「地域プ
ロデューサー」という新たなテーマに向かって

、それぞれが精一杯チャレンジされたことと思

います。

中間発表時のあの不安を、見事に裏切って花

咲かせた最後の発表・報告書は、皆さんの底力

を十分感じさせてくれました。

もちろん、ぶつかっては跳ね返され、またぶ

つかるという繰り返しの中で、迷いや不安を感

じた方もいらっしゃったことでしょう。

あるいは自分の問題意識との違いに悶々とさ

れた方もいらっしゃったことでしょう。

もしかしたら、逆にやることなすことすべて

思い通りだった、と言う方もいらっしゃるかも

しれませんね。

ただ言えることは、上手くいってもいかなく

ても、そこで費やした濃密な時間は、決してあ

なたを裏切らないということです。

きっとどこかでその時間がいかに貴重だった

か、見えてくるのではないでしょうか。

逆に言えば、時間はかけても薄っぺらだった
としたら、そこで費やした時間が、後々あなた
を助けることはないのかもしれません。
人は人の中でこそ成長します。

パソコンの前に座って知識を増やすよりは、

人との葛藤の中でこそ鍛えられ成長していくの

だと思います。

「地域プロデューサー」は、そこに喜びや愉

しさを感じられる人なのだと思います。

まさにこれからは対等な仲間として、互い

に、地域に、社会に関わっていきましょう。

おうみ未来塾運営アドバイザ＿

(NPO法人菜の花プロジェクト
ネットワーク代表）

藤井絢子

ここ、と決めた地域に足を運び続ける。
より確かなカタチにする為に。

3 • 11後あなたは、どう変わりましたか？暮らし
の中で、 3• 11を意識していますか？国の羅針盤（政
治の世界、経済の世界）の指している方向、このまま

で大丈夫でしょうか？未来世代に、このままバトン

タッチ出来ますか？評論家のように文句を言うの

は、たやすい。でも、では、どういう行動に移し、

おかしい、いやだ、という思いをカタチにしていく

の出番です。幸いに、皆さんは「地域」のもっ

もつ可能性、何よりもワクワク感を身につける事が

出来た。何ものにも替えがたい宝です。 21世紀のリ
ーダー、顔となった都会では、決して獲得出来ない

ものです。湖国滋賀は、まるごと、これからの時代

に輝く可能性を秘めています。でも、ただ可能性の

ままあり続ければ、死蔵に等しい。そこで、地域プ

ロデューサーの出番というわけです。 この短い期間

に、 12期生の皆さんは、混沌の中から掴みとった方
向性・ヴィジョンと、それを実現する為に、議論と

実践を重ねてきました。その充実感は、グループの

一員としてかかわった塾生一人ひとりにしか味わえ

ないものです。この面白さ、何とも言えない達成感

がとても大事です。でも、まだ、地域プロデューサ

ーの入り口に立ったところ、という自覚が必要でも

あります。まだ、イベントをこなしている段階だか

らです。五年後、十年後、更に、その先まで成長し

続け、確実に地域の方々を引き込み、更に、地域の

外から学びに来るところまで、少なくとも、そのベ

クトルづくりが地域プロデューサーたる本命ですか

ら。’'うわぁ大変！ ＂ではなく、ワクワク感と楽しさ

を常に持ち、ムーヴメントを起こし続けるのは、本

当に素晴らしいことです。日高先生はFuturability(-
futureプラスabilityの造語）を、地域プロデューサー
の要件の一つ、として語ってました。私自身が、そ

の奥義を、とてもとてもわかった、とは言えません

が、羅針盤のように、常に心に持つようにしていま

す。 混迷、国際的孤立の危うさをはらんだ状況だか

らこそ、地域からの確実なカタチの発信が、本当に

重要です。 12期生一人ひとりが、これから地域で、
どんな生き方をしたいのかを自らに問う場が与えら

れた幸せも、噛みしめてほしいと思います。料理も

酒も旨い、ほっこりする方たちの存在がある、そし

て利用し保全する自然資産も。湖国しがでの地域プ

ロデューサーは、本当にやり甲斐がありますよ。
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おうみ未来塾運営スタッフ

（おうみ未来塾5期生）

小久保弘

最近、特に感じるのが「つながる力」の
再考。自身の強みと弱みは？

自身の想いをどのような形で実現するにせよ、

地域活動では、人をつなぎ、つながることが肝

要。ネット環境の深化により、若い世代は、イ

ンターネットをベースとしたつながりを中心に

する傾向がある様ですが、リアルのつながりと

合わせ、バランス良い行動をしてもらいたい。

ネットによる広がりで、つながる人数の多さ

は、享受できるものの、人としての深さは、リ

アルでの人との感性のつながりが基本となるは
ず。

自身の想いと地域風土の理解、人のつながり創

り、この3者を上手く協働させて欲しい。
でも、中々に難しい！ ！ 

おうみ未来塾運営スタッフ

（おうみ未来塾8期生、

NPO法人びわ湖豊穣の郷理事）

日下部純子

直接対話から、お互いの理解・交流が深ま
り、信頼関係へと発展する。

様々な想いをもっておうみ未来塾へ入塾され、

一年半のグループ活動を通して多くの事を学ば

れた事と思います。この学びのこれからの広が

りが、楽しみですね。私自身、塾生の時は決め

られた日程や目標に従って、活動を「形」にす

る為に、がむしゃらに動いていたように思いま

す。当時の活動は、現在休止状態になってしま

いましたが、休止状態になったその原因を何と

なく理解することが出来、市民活動に求められ

るものを、卒塾して改めて気付かされたりして

います。自身の中にある塾生だった事の証は、

卒塾生の一員である事と、一番身近な生活圏で

ある地域の中で、自身は何が出来るかと問う姿

勢です。そして、その問いの為に人々と出会い、

チャンスを活かし、実践していく事です。私も、

これからを楽しくしていきます。

おうみ未来塾運営スタッフ
（おうみ未来塾11期生、
NPO法人リンクス代表理事）

柴田雅美、・9,̀ 1.
人が100人いれば、 100通りの憲見が
あって当然。やり抜いたもん勝ちだ。

ご卒業おめでとうございます。みなさんの活動

は本当に充実されて、羨ましいと思って見てい

ました。この未来塾12期生を通じて素晴らし
い人間関係も築かれたのだろうと思います。

さて、卒業されて、実はここからが本番です。

各人が一人の地域人として地域課題の解決に向

けバリバリと行動されることを期待します。

「人が100人いれば 100通りの意見があっ
て当然。やり抜いたもん勝ちだ」と記しまし

た。少しストレートすぎる表現でしょうか。

100通りの意見が出ても、実際に行動できる人
は少ないもの。批判や反対に臆せず、信念に従

い行動してほしいとの思いで書きました。これ

は私自身の活動指針でもあります。滋賀を、地

域を良くするために、ぜひ一緒に活動しましょ
ぅ。

「さあ、皆さんの出番ですよ！」
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おラみ未来塾 12期生29名の自己紹介
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名前 グループ 居住地

青木孝守 古ゞ 屋～古艮家活月サポータース～ 亨
■私のプロフィール
1954年岐阜県羽島市生まれ
18歳…高校卒業後京都で大学生活を送る
工学部石油化学科→建築科

23歳…就職 某ゼネコン大阪支店勤務
25歳…同ゼネコン東京本社海外事業部勤務
イラク・キリバスに工事で滞在

出張…エジプト・フィージー・ソマリア
USA・クロアチアなど10数力国

30歳…妻の実家のある滋賀県で自営開始 ， 
幼児～大学受験まで学習塾運営 ― 

□現在
株式会社あぐリ進学代表取締役
滋賀県中小企業家同友会理事大津支部長
京都大学硬式野球部助監督

□おうみ未来塾への参加動機
・滋賀県をもっとよく知りたい ・地域の活性化を考えたい
・滋賀県の地域資源を知りたい ・県内のいろんなところに行きたい

□参加して得られたこと
・地域に根ざして活動している方々の実際の姿が見られたこと
・大津市内しか知らなかった私が県内の各地域の特徴の一端を知れた
・講師陣から様々な考え方や本当に地域を考えることを学べた
・地域診断法をはじめとする様々な手法を体験勉強できた

口反省と同期生の皆さんへのお礼
・グループには所属させていただいたが時間がとれずに実際の活動には参加できなかったこ
・基礎実践コースだけでも得られるものは本当にたくさんありました
・創造実践コースの活動を聞いたり見たりしながら、本当の学びと苦労と成長のチャンスをもの
にできなかったことを残念に思います
参加回数が少なかった私にも同期の方がいろいろサポートしていただき、本当にありがとう
ございました。修了証までいただき、今後も時間ができたらFACEBOOKを通じ、皆さんのグ
ループにできる範囲で参加させてもらえたらありがたいです

口今後の自分…
・数年先にもう少し時間ができたら自分でできること、した
いことを整理してみる
・エネルギーを輸入・購入しなくてよいsmalltownについ
て考えてみたい

IZNEゲッティンゲン大学・循環型社会研究センターよリ転載

』
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石川輝伸
【おうみ未来塾で学んだこと】

・会社員生活では出会えない人達（自由人・まちづくりに熱心

な人など）と友達になり、多様な見方を経験できました。
・フィールドワークで、滋賀県各地に素晴らしい場所が沢山あ

り、熱心なまちづくりに支えられていることを知りました。
高島市針江に訪れた感動を歌にして、下記に楽譜を記します。

To Coda 『
Am~ 

おうみのふるさと物語プロジェクト
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入塾時のおうみ未来塾の期待
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自治会
管理組合
地域振興協議会
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【今後の抱負①音楽を活かしたまちづくり活動】

音楽こそ、地域の特色を活かしたいです。地元の音

楽愛好者などが個性を出し合い、面白い作品を次々と

発表して、地域の魅力を発信したいです。私は今まで
下記のような活動を個人で実施し、 YouTubeにもアッ

プロードして公開しており、無料でお楽しみ頂けます。
・栗東駅前夏祭りを作詞作曲しイベントで歌いました。

・栗東市役所のホームページに、動画投稿しました。
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【今後の抱負②滋賀県の里唄の発掘・編集・普及】

滋賀県にあるわらべ唄・しごと唄・まつり唄などの
里唄をできるだけ発掘します。音楽素材として活かす

ため、下記のように楽譜化します。生で楽しむため、

自ら演奏するほか、合唱指揮の経験を活かして歌える

人を増やします。手軽に楽しめるよう、歌詞テロップ

を付けて動画化してYouTubeなどに投稿して公開しま
す。里唄をまちづくりにつなげる事例をつくります。

六波l」＼波（おおなみこなみ）
野洲市tt留田の縄躍び歌
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鹿深deござれ！

.• 

入塾の動機

11期生の先輩に知り合いが多く、色々と
話を聞くうちにグイグイ引きこまれて…。

私自身、「誰かのお手伝い」で関わりはじ

めた市民活動はあったものの、もっと主
体的に取り組めるひとになりたかったこ

ともあり、入塾を決めました。

未来塾での学び・気づき

様々な地域で実践されている「活動」と
「地域の人々」との関わり方を見て、その
後のグル＿プ活動を進めていく上での目

標やイメージになっていました。

また、グループ内や地域との合意形成を
図っていくことの難しさも、事前の講義や

wsを通じて心得ていられたからこそ、実
際のグループ活動でも右往左往しながら

も粘リ強く活動の意義を求め続けていく

事ができたのではないかなぁと感じます
。続けられたからこそ、今日のように少し
ずつ地域に必要とされるキッカケを紡ぎ

だすことが出来たのだと感じます。

卒塾後の抱負

！ 鹿深deござれ！の「居場所づくり」。
未来塾のグループ活動期間としては、定
期的にwsを開催することで、模擬的な
「居場所」としてきましたが、やはリ本物の

場所（物理的な拠点）が必要とされ始め
てきました。点と点をつないだ線の状態

から、今後は面として常に存在する居場

所が、私たちの活動には必要です。それ

によリ、今まで育ててきた地域との繋がり
が活かされ、必要とされ続ける存在にな

ることができると思っています。

私個人としても、今後もこの活動を通じて
「課題解決力」を身につけていき、地域に

お返ししたいと思っています。

未来の塾生にメッセージ

1年半ほどの期間、共に学び、共に活動し

てきた仲間は、未来塾だからこそ出会え

た一生ものの宝物になると思います。
頭や体で得られる学びも多いですが、心
から感謝しあえる同志に出会うことがで
きる、貴重な機会が未来塾という場所だ
と思います。是非、あなたの同志に出会い

に来てください！

，
 



大橋久幸 （はちみ～つ）

一
3.11 以降、 「絆とは」が問われ、求め
られていると感じていた。公民館職員とし
て、生涯学習に携わるだけでなく、地域貢
献のあり方を学び、実践することで、自ら
が求める「だれもが、気軽に集まれ、つな
がりを持てる場所の提供と運営」を実現さ
せ『本物の絆』 『本当の絆』をひとつでも
結べないかと思い入塾した。 ［での字び印雌口］

活動の原点は、 「地域に惚れ込むこと」
であると学んだ。また、自分の思いの強さ
だけで推し進めるのではなく、グループ
内の共感の輪を地域に広めていくことだと
実感した。グループのメンバーが言ってい
た『おうみ未来塾も地域と同じ』は、私の
学びや気づきを集約している。

一西の湖の恵みを活かした、暮らし•ま
ちをつくっていく活動に取り組みたい。
そのことにより、住んでいる人にとって
も、観光などに訪れた人にとっても、満
足感の高い地域になることを目標とす
る。 ／ー
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1つながりをつくりだす人材に
3.11の映像を見たのは、スポーツジムの

ランニングマシンで走っているときでした。

その後の報道でも、食の安全、節電、被災者

の受け入れ、お年寄りの孤独死など「地域社

会の不安定要素」を突き付けられ、自分自身

が地域とどのようにつながっていくべきなの

かをあらためて考えさせられました。

私は「デザイナー」です。デザインは、美

しいだけでなく「誰のために、何の目的を解

決するか？」を念頭にコンセプトを立て、デ

ザインにし落とし込んでいきます。無いもの

を創り上げる、あるものをリ・デザインする

という経験・スキルは「地域社会の不安定要

素」を解決することに寄与できるのではない

かという想いになりました。

自分自身が「地域プロデューサー」として

の経験を「おうみ未来塾」で磨くことにより

「つながりをつくりだす」人材になること

そして、自分の生き方を見つめなおそラと

思い入塾を決意しました。

1地域プロデューサーの極意
実際に新たな視点で地域に入っていくと、

おうみ未来塾のメンバー、地域の方からの学

びは多く、自分自身の信念や自分軸はしっか

り持ちつつ、俯諏的にものごとをとらえ、多

様な価値観に対応する柔軟性、バランス感覚

が必要だと強く感じました。

そして、活動の終盤に入ってきて気づいた

のがタイトルにも使っていただいた「つなげ

るカ・つながる力」。これは、自己肯定感

自他理解、コミュニケーションカ、メンバー

の能力を引き出す力などで、これが「地域プ

ロデューサー」の極意だと私は思います。

自己肯定感

自他理解

コミュニケーションカ

引き出すカ

＊ 

11 

（はちみ～つ）

≫大山真（おおやままこと）デザイナー

大阪芸術大学デザイン学科インダストリアルテザイン専攻卒業後
オムロン株式会社広報宣伝部デザイングループを経て、国内外
のトップブランドのインハウスデザイナーとして経験を積み
その間グッドデザイン賞、京都デザイン優品など受賞。現在
プロダクト、グラフィックデザイナーとして活動している。

Iソーシャル・センシテイビティ
また大切なのは、社会的感受性（ソーシャ

ル・センシティビティ）。活動するグループ

の中で互いに高め合うことにより、大きなパ

フォーマンスを生み出すことができます。積

極的に人と出会い、偶然の幸運に気づき、そ

れを柔軟に受容し活かす。これも地域プロデ

ューサーに必要なことではないでしょうか。

1新たな食と農のつながりづくり
入塾してから、おうみ未来塾以外のコミュ

ニティ活動として子民家エトコロ男子料理部、

近江・山陰のものづくりイベント、よみがえ

りのレシピを滋賀で上映する会、たねラボしが

（在来種野菜研究会）などを立ち上げ、思い

を共有できる接点や場を気軽に企画できるよ

うになったことも大きな変化です。

今後8meetsの活動は、近江八幡市北之庄
で継続しますが、北之庄菜の畑視察の依頼が

多いことから、北之庄の魅力を伝えるアグリ

・ツーリズムの可能性も検討したいと思います。

また、よりコアな活動として滋賀県内の在

来種野菜を研究する会「たねラボしが」を立

ち上げ、情報収集•発信・ネットワークづく

りを行い、食と農をもっと身近に感じられる

クリエイティブな活動を展開します。



【なぜおラみ未来塾へ？】～入塾の動機～

一mヽ ー、～
岡田健太郎（シンガー・ソングライター／作曲家）

1976年滋賀県生まれ、在住。東京藝術大学音楽学部声楽科卒。

2006年にシングル「矢印」で弟と共にデビュー。その後ソロ活

動を開始。現在はヒ゜アノ弾き語りコンサートを各地で行う他、地

元で音楽教室を主催。作曲家としては県内の小学校や看護学校の

校歌などを手がけている。また 2年前からは江州音頭の音頭取り

を目指し、 二代目桜川小寿賀富士師匠の元で修行中 l

「お米作り、味噌作り、テレビ無し生活など、スローな暮らしを

満喫しつつ、そんな生活から生まれる唄を、紡いでいきたいと思

っています。」

公式ホームページ http://okadakentaro.com 

結婚して実家に入ることを決めて滋賀に戻りましたが、住んでみると色々と地域の課題を感

じました。ご近所と顔を合わせる機会が少ない、昼間の集落内は年寄りしかいない、子ともが

少ない。古い家が空き家になり、壊され、ふるさとの風景が失われて行く…。自分の仕事であ

る音楽を、この地域を拠点にやってみたいと思って帰ってきましたが、その前にまず地域を何

とかしないと、と思うようになりました。そんな折に知ったのが未来塾。自分に何ができるか、

どうやったらできるのか、それを学びたいと思い入塾しました。

【なにを学び、何に気づいたのか？】～おラみ未来塾での学びと気づき～

地域の課題というのは、住んでいる人には得てして見えにくいものであるということ。我々

は「よそ者」として地域に入って活動をしましたが、例えば古民家の保存、活用の必要性を訴

えても、みなさんが必ずしも、そのことに問題意識をお持ちではないということも感じました。

しかし自分たちが一生懸命活動する姿を見て頂いたり、話合いを通じて、少しずつお互いに理

解し合えるのだということを実感しました。

それから一番大きかった学びは、一人では到底できなかったであろうことが、グループや地

域の方との協力で、一歩ずつ前進し、実現するのだということでした。良いアイデアはコミュ

ニケーションの中から生まれる、というのも大きな気づきですね。未来塾でみなさんと話をし

てること自体が創造です！

【これから】～今後の活動～

平成 26年度から 3年間、米原市の協働事業に、我々古ゞ屋グループの古民家活用サポート

事業が採択されました。まずはこの事業の成功のため頑張ろうと思います。

自分の生業である音楽家としての活動は、地域の歌作り（ご当地ソング）、校歌制作、様々

な場での演奏活動、地域での音楽教室、合唱指導など、より地域に根ざしたものにしていきた

いと思っています。今後はいかに個人の活動である音楽と、グループの活動である古民家活用

を結びつけていくか、というのが自分にとって最大の課題だと感じています。

また家内と共に地域の古民家をお借りして、コミュニティーカフェの機能を持たせたお店を

開く予定で準備しています。子どもが生まれたこともあり、なかなか思うように進みませんが、

こちらも楽しみながら頑張りたいと思っています。面白い人、意識の高い人がいっぱいいる滋

賀は、これから本当に楽しみです！
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小野明美 I古ゞ 屋遠艮累醤月サポーターズ～

行雲流水
空を行く雲のように…
流れる水のように…

Profile 
ある時は保育園事務員、ある時
はYogateatherそして、長浜お
やこ劇場事務局長を何とかこな
しながら、地域プロデューサー
を目指している。

学びと気づき

子育ち支援

「子育て支援」という言葉に違和感があ

り、わたしたちは「子育ち支援」（子ど

もが育つのを支援）していると思って

いた。続けていても、必要なところに

はなかなか届かない現状。そんな時、

おうみ未来塾に興味を持ち、活動の拡

大のいいヒントになれば••と思い入塾
を決意。

後半のグループワーク「古ゞ屋グルー

プ」で米原市内の古民家活用で地域活
性化に取り組む中、地元長浜市でも…

と思いがふつふつと湧き上がる。そん

な中、育児中に悩んだことがきっかけ

でママ支援をしている方たちと出逢う

機会があり、「子育て支援」（子育てし

ている方の支援）も必要なのではない

かと思い始める。

まだまだ「古ゞ屋」の活動も米原市と

の協働事業として活動していきますが、

長浜市内でも自分なりに動いてみたい。

おうみ未来塾のフィールドワークでは地域で活動している方の話を聞

き「地域プロデューサーとは何ぞや！？」「生業にするには？！」などを学べ

た。特に今地域で活動しているのがボランティアなので「ボランティア

から→生業へ」を学ぶ。…が、まだまだ難しさが…。

本講座での地域診断やリーダーシップの能力、合意形成、ワールドカ

フェ、ファシリテーションなどたくさんのことを学ぶことが出来た。そ

の中での気づきは“リーダーとは権限、肩書きでなく信頼、尊敬である“と

いうこと。‘‘よいアイデアは会話、コミュニケーションから生まれる”こと。

わかっていたことだけど、改めて言葉として認識することができた。今後、

自分なりに活かしていけたら…と思う。

そして何より、志をしっかりと持った仲間との出逢い。これからの活

動でも繋がりを育てていきたい。
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小林陽子 古ゞ 屋～古民家活用サポータース～

《入塾の動機》

入塾するまでは、漠然と NPOのことをもっと知りたい、事業化するためにどうすればいい

のかを学びたい、と思つていました。

《活動を通して学んだこと》

県内の実際活動しておられる NPO、市民団体などへ見学に行き、お話を聞き、皆さんの「熱

い想い」を感じ、感動することが多かったです！

後半の活動では実際に地域に入り、拠点を設けることができただけでも、すごい成果だと思

うのですが、メンバー以外に私たちの活動に共感して一緒に活動して下さる方が増え、想い

が人を動かす、ということを実感しました！入塾するまでは、どうしたらいいのか？と疑問

を持ってもそこから考えが進みませんでした。今は何とかアイデアを出そう、と工夫するよ

うになりました！しかし、まだまだ考えが浅いので、これからも古ゞ屋で活動しながら、地

域のため、自分のために、色々活動していきたいです！

《今後、とうしていきたい》

来年度から「まいばら協働事業」採択事業として市と協働し活動していくので、古民家の活

用、事業化を更に考え、そして地域の方のコミュニケーションの場となるよう、今年度の活

動をさらに広げていきたいと思います。

「古ゞ屋柏原西町」で、これから

も色んなイベント、事業をしてい

きます！私もヨガのスキル、着物

が好き、料理が好き（主に食べる

の担当Q)なことを活かして、地

域の方と、生きがいを持って、健

康で楽しく生活することを目指

し、がんばっていきたいです！

「おうみ未来塾」で出会った仲間

は宝物です＊

プロフィール

ヨガインストラクターとして滋賀県、岐阜県を中心に活動してい

ます。一般のヨガ教室の他、キッズヨガ、親子ヨガ、福祉施設で

高齢者の方や障害者の方とヨガしています。

最近は着物と袴で日本人の体に合ったヨガをお伝えしていま

す！ヨガは誰でも楽しめます凶誰でも楽しめるヨガを指導でき

るように日々勉強、実践していきたいです。
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佐藤麻里 おうみのふるさと物語プロジェクト

【入塾の動機】

以前、大津市の坂本に住んでいた頃に琵琶湖がとても好きになり、琵琶湖の恵みを守る

何らかの活動に関わりたいと思うようになりました。

しかし、職場と家の往復という単調な毎日の中で、自分ひとりで何をしたらいいのか分

からず、自分に何ができるかを学ぶために、おうみ未来塾に入塾しました。

【おうみ未来塾での学び・気づき】

まず、おうみ未来塾の塾生の方々や、活動を通じて多くの方々に出会えたことが、大き

な収穫でした。様々な地域活動等に関わっている方、人とのつながりを何より大切にさ

れている方、地域への熱い想いに溢れた方・ •etc、色々な人の話を聞くことで、私自

身の視野も広がり、人との出会いやつながりの大切さを身をもって感じました。

さらに、講座や活動の中で地域活動の色々な「形」や「想い」や「手法」を学べた事も

大きな成果だったと思います。

【今後の抱負】

・人と人とのつながり、人と地域とのつながり、人と自然とのつながり。

⇒色々なつながりの輪を広げていくような活動をしていきたい。
・自分の住む場所に誇りを持てるようなきっかけを提供できる活動をしていきたい。

⇒自分の住む場所に誇りをもつことが、自分の生き方や自分自身にも誇りをもつこと
につながり、それがさらに、周りの人や自然も大切にする生き方につながる。そんな、

きっかけづくりをしていきたいです。

おうみ未来塾で得た学びや気づきを今後の地域活動

に活かしていきたいです。 12期生の皆様、 2年間本

当にありがとうございました。今後ともよろしくお願

いします。
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塩田余侍美 おうみのふるさと物語プロジェクト

■入塾の動機 ■今後の抱負

「地域プロデューサー」なんて言葉は

一番縁遠い人間だと思っていた。定着し

て暮らせない根無し草のような転勤族の

宿命。子育ても終わったこの年になって

改めて、子どもたちにとって故郷となる

地域について学んでみたいと思いました

■ぉラみ未来塾での学び、得られたこと

一番の気づきは、自分の暮らしている町

や隣の町を、何も知らずにいたという事。

何気なく見ていたものにも、いわれがあ

り、存在に理由があるという事。

先人の知恵やあそび唄に引き込まれる。

何よりの学びは、一つの目的に向かっ

てのグループ活動がとても楽しかった

事。

少しずつ思いは違うはずなのに、いつも

活動時に笑いが絶えなかった事。 、

そして、ビジョンを持ち地域から情報発
信し活動していらっしゃる方々の熱い思
いを聴けた事。

何と言っても出会えた仲間！

■ぉラみ未来塾の魅力

グループ活動で、出来たことは私たちの

今後の活動のほんの足がかりに過ぎませ
ん

メンバーそれぞれの特性を生かしながら

滋賀に住む人誰もが、「私のふるさとは近

江の国滋賀県です、私の町にはこんな物語

や里唄があります」と言える日を目指しま

す。

卒塾までに出来なかった沢山の課題を、急

ぐことなくマイペース否グループペース

で続けていきたい。

ふるさと物語プロジェクトの

ビジョンとミッション

土地の風土に合った愛があるまちづくり

大人になって、仲間と楽しく学べる居心地良い場所！

16 
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大工信隆 （はちみ～つ）

①入塾の動機

現役時代は、自宅と会社の往復で、全く地元地域のことを何も知らずに過ごしていた。

リタイア後は何らかの地域貢献活動で地元のお役に立つことを考え、その第一歩として未来塾

で基礎的なことを学びながら、自分に何が出来るかのイメージを具体化する。

②塾での学び・気づき

多くの人の話を「聴く」ことの重要性再認識させられた。これは本講座の自己採点形式で客観

的に私自身が「聴く」能力に劣る・・・平たく言えば、人の話に耳を傾けず・・・と判定結果

が出たことが非常に衝撃的で自分の心にグサリと突き刺さったことがキッカケです。

この「聴く」⇒傾聴することの再認識のお蔭で家内との会話が弾むようになった。

③卒塾後の目標

(1)来春より彦根ボランティアガイドとして活動する

(2)湖東・湖北の隠れた歴史遺跡探索グループを立ち上げ新たな観光マップを作る。

(3)時間が空いたときは、未来塾（他グループも含む）の活動をサポートする。

（その他の所属活動）

びわこテクテククラブ

近江歴史探訪会

郷土の歴史をたずねる会

レイカディア大学

彦根文化プラザボランティア

17 



おうみのふるさと物語プロジェクト
・入塾の動機

私は長浜にある鉄砲の里・国友で生まれ育ちました。幼い頃から地域の人々が主体の地域活動を肌

で感じ、自分も自分の住む地域をもっとよいまちにしていきたいと思うようになりました。そんな

若者が地域で何ができるかを探っていこうとおうみ未来塾に入塾しました。

•おうみ未来塾での学び・気づき
入塾前の自分と比べると、考え方や行動が大きく変わったと思います。考え方については、未来塾

の活動を通して老若男女様々な人の考え方を学んで、まずは挑戦してみるなど前向きな考え方がで

きるようになりました。行動面では自分から様々な場所に足を運んで人と交流することが多くなり

ました。また、人前で自分の意見を発表する場を多く与えてもらえたのがよかったと思います。入

塾以前より人前で話すことは苦にならなくなった気がします。 （今でも人前で話すのは大変苦手で

すが。）未来塾での成果としては、ぼんやりとではありますが自分のビジョンが見つかったことで

す。

・今後の抱負

「地域に愛着と誇りを持てるまちづくりを行う」

特に、自分が住む国友、長浜、湖北、滋賀とスケールごとに携わってまちづくりに参加していきた

と思います。おうみのふるさと物語プロジェクトのメンバーとして活動することによって達成でき

る部分も多くあるため、卒塾後も継続していきたいと思います。そして、未来塾の活動を通して自

分のビジョンを持ったおかげで入ることができた国友鉄砲研究会などの団体での活動を通して、一

生涯をかけて地域に愛着と誇りを持てるまちづくりに携わっていきたいと思います。

「若者が地域活動に参加するきっかけづくりをする」

学生のころの自分は何をすればいいかわからず思案に暮れていましたが、未来塾や地域で活動され

ている方々との交流を通して自分のビジョンを持つことができました。自分も自分に近い世代やそ

れ以下の世代に対して、プラスの影響をあたえられるようになりたいです。

短い間でしたが、おうみ未来塾12期生としての活

動で、自分は大きく成長できました。これからも地

域のために尽力していきますのでどうか見守って

やってください。
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トそー ．

1」 1

千代苑子 鹿深deござれ
■プロフィール
1987年滋賀県生まれ。幼少の頃よりモダンバレエを始め、 7歳より淳バレエ

学園今井淳子先生に師事。 2004年英国 KateSimmons Dance Schoolに入

学。 2006年RambertSchool of Ballet and Contemporary Danceに編入
し、 Kent大学 BA学位（ダンス＆ドラマ学科）を取得後卒業。 2007年9月

よりイタリア・シチリア島CompagniaZappala Danzaに研修生として在籍。
帰国後、横浜トリエンナーレ 2008等に出演する等ダンサーとして活動する

傍ら、バレエ講師として後輩の指導にも関わる。 2012年度龍谷大学大学院政

策学研究科〔NPO・地方行政コース〕修士課程を修了。現在は、 NPO法人ジ

ャパン・コンテンポラリーダンス・ネットワーク(JCDN)の

スタッフとして、国内外でコミュニテイダンス事業の企画・制作・通訳等を

行っている。 2011年～彦根ダンスインテンシヴ通訳アシスタント。

■「鹿深deござれ！」での活動 一甲賀市・水口町を好きになるといラこと一

12期生としてのグループ活動開始当初、アドバイザーの先生から地域と関わるにあたって 1番重

要なことは 「その地域をココロから好きになること」であると助言を受け、その言葉は私が甲賀市

水口町での活動を始めるにあたって 1番の大きなテーマとなりました。「鹿深deござれ！」のメン

バーの中には、その地域に居住する「中の人」と、他地域から訪れて活動する「外の人」が混在し

ています。そこで活動初期には、さまざまな角度から、時間をかけて 『地域を知る』作業を行いま

した。あたまで考えるのではなく、からだで感じること。メンバー間できちんと情報を共有するこ

と。この作業には活動の半分を超える時間を有することになりましたが、そのおかげで今では私自

身も水口町に対してかなりの愛着をもつようになりました。活動を通じて出会った素晴らしい地元

の方々とともに、今後も継続的に関わっていきたいと思っています。

■おうみ未来塾で得たこと一今後の活動に向けて一

幅広い世代の個性豊かな塾生に出会い、さまざまな考え

方や価値観を学びました。年齢や経験の差があることによ

って学びの幅が広がり、たくさんの刺激を受けることがで

きたと感じています。机上の議論だけでなく、まずは行動

すること。それは仲間がいたからこそ踏出せた第一歩であ

ると思います。卒塾の時を迎えましたが、今がスタート地

点です。出来ることはまだまだ沢山あるはずなので、これ

からは「外の人」のパワーを大いに活かしてより発展的な

活動へと展開していきたいと思います。そして同時に、全

国各地の『地域』と関わる機会が多いので、各地で活躍す

る“プロデューサー’'とも一層ネットワークを広めていくこ

と。多様化する市民社会の中で人々が人間らしく豊かに生

活するための“いきがい’'をプロデュースできるような人材

を目指したいと思います。

19 

長かったような短かったような

約 2年間でしたが、エネルギー溢れ

る12期生のみなさんと一緒に楽しく

充実した期間を過ごさせて頂きまし

た。ありがとうございました！ ！ 



土井崇史

入塾の動機
他県出身ということもあり、地域と関わる
こと、地域で活動することがほとんどありま

せんでした。

そんな中、地域での人と人のつながり、人
と地域のつながりが希薄化し過ぎていくこと
に不安を感じ、何かできることから始めたい
と、スキルを学ぶとともに、一歩を踏み出す
きっかけに入塾しました。

おラみ未来塾での学び、得られたこと

•田舎の出身で、地域付合いのわずらわしさ
も頭に強くあったが、地域の人と人のつな
がりの良さ、ありがたさを実感できた。

・営利目的の企業と地域活動の組織のビジョ
ン、仕事（活動）のやり方など、違いの大
きさを実感でき、これから地域活動をはじ
めていくためのよい経験が得られた。

．何となく地域にあるものなど、これまでは
興味を持たなかったことにも興味を持つよ
うになった。もっと知りたくなった。

・日常生活で、ふと出会う見知らぬ人にも、
気軽に声を掛けられるようになり、いろい
ろな人の話を聞くことが楽しくなった。そ
の方の地域やたずさわっていることには、
特に、多くの人が気さくに楽しんで話して
くれることに気づいた。

20 

（はちみ～つ）

今後の抱負-
自分が住んでいる地域を知ることから始め
たい（地域の文化や地域資源、どういった人
がいるのかなど）。

そして、その中で見つけた地域課題に、同
じ課題を共有する方たちと一緒に取り組んで
行きたい。地域住民が本当に困っていたり、
大事にしてきたいと思っている身近なこと
に、小さな活動から取り組んでいきたい。

おラみ未来塾の魅力

・普段の生活や仕事では出会えない、職業や
スキル、年齢、経験などが様々な人と一緒
に学ぶことで、知識やスキル、考え方を広
げることができる。

・いろいろな人と出会え、つながりを持てる。
そして、滋賀県のいたるところにおうみ未
来塾の卒塾生がいる。

．塾の運営が塾生の自主性に任せられている
ので、自由にいろいろな事できる。逆に、
自分達で動かないと何も始まらない。

•実際の地域活動ではやりたくない失敗、悩
みを学びの場としてたくさん経験できる。

・事務所に行くと、事務局スタッフの遠藤さ
んのおいしい手作りお菓子が食べられるこ
とがある。

興味のあること

・身近な自然環境の保全（特に水圏）

・伝統技術・産業（織物、木を使う技術など）

•みんなが気軽に集まれる場所や行事

・子どもがいきいきと遊び、学べる環境

・大学、高校などの教育機関と地域の関わり

・普段着としての着物文化

大切にしたーい（身につけたい）価値観

・ほんとうにいいものを少しだけ

•いろいろな人の個性や立場を大事にする

・やってみないと、その立場になってみない
と分からない

．隣の芝はそんなに青くない



古ゞ 屋～古艮家活月サポータース～
【入塾の動機】

地域の活性化や、「まちづくり」に古民家を活用することで地域の

元気を取り戻そうと思い 「地域プロデューサー育成講座」の

おうみ未来塾へ入塾しようと思いました。古民家活用が地域の元気

6舌性化）になり継続的なソーシャルビジネスの構築を目的に参加した。

【おうみ未来塾での学び・気づき】

目

r 

サブ講座での学びが参考になった。・事業計画・リーダーとは・ファシリテーション・ワークショッフ

・ワールドカフェ・地域診断法・地域活動・合宿・生業ヘ・・・今までの観念を変化させるものでした。

そして事業として継続的に発展させる為のツールとして良い学の場になり、自信になった。

それから先行している団体との連携関係（コラボ）は慎重にするべきだと感じました。

【今後は・・・】

既に事業化が始まっているのでしっかりと発展させていこうと思います。ビジネスとして取り組まなけ

れば継続は無し！と信念を持って発展していきたいです、そして私の理念である、『未来のこどもたち

の為に古民家を通じて心と環境をつなげる』を実現させて行きます。おうみ未来塾12期生の皆さま

とはほんとうにいい『出愛』でした、部分的に共有できることがございましたら今後ともつながりをよ

ろしくお願いします。（株式会社 古ゞ屋を目指します。）

【私の活動内容】： 一般社団法人滋賀県古民家再生協会理事長： ＿般社団法人えがおをつなぐ地域

プロデュース協会理事長： NPO法人蒲生野考現倶楽部理事（しゃくなげ学校校長）

：耐震面格子パネル建築推進協議会会長：未来へつなぐ古民家活用サポーターズ副代表
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名前

中島みちる

クループ

8 meets 

「交流を突破口に！

子育ち支援活動に携わるようになってか
ら、気づいたこと。それは、 「（活動が）で
きる人」 「（支援を）したい人」がいるの
に、 「求めている人」のもとに思うように辿
り着けないという現実。
たとえば、子育てが孤育てとなりがちなお
母様方に、親子で楽しめる体験教室を開催し
たり、子育ちのお話会を設けたりしても、本
当に利用してほしい方にはなかなかお越しい
ただけていないということ。
地域ぐるみでこともを育てたいという思い
があっても、親の習慣・価値観の違い、地域
の事l青、継続した支援が成立しづらい現状な
ど、課題は山積みである。
この状況を打破したくて、おうみ未来塾に
入塾を決めた。
子育ち支援に限らず、地域が抱える課題を
解消するには、当該分野の専門家だけに任せ
るのではなく、むしろ異業種の人間が積極的
に関わることで、澱のように固まった既成概
念を打破できるのではないかと考えたからで
ある。

I 憲識していると、つながる I 
入塾してから習慣づいたのは、未来塾での
活動に限らず、‘‘地域プロデューサー”の目か
ら見たら？と意識的に考えるようになったこ
と。

「それは誰にとっての課題？本当に地域の
課題？自分の思い込みではないだろうか？社
会一般的な00べき論の域で留まり、上っ面
だけを眺めているのではないだろうか？」
「課題解決の方策として、それが一番ベス
ト？ベストだとしても、実行可能？継続可
能？くひと•もの・かね＞に無理はない？自
分は良しとしても、活動を共にする仲間との
合意は図れている？」
常に意識して考えるようになってから、お
もしろいぐらいに“つながり’'が増えた。

「人」とつながる
「こと」とつながる
「珊所」とつながる
「仕事」でつながる
「斬しい事畢」につながる
「暮らし」につながる
「稟しみ」につながる

（はちみ～つ）L
 
型

未来塾での2年間、
本当に実り多いもの
であった。
可能な範囲で、

こどもたちも同行
してのグループ活動。
子育て現役ママで
あるからこその
パフォーマンスも
ある。多様な個性が集う
おうみ未来塾の存在は素晴らしいと思う。

I 違いがあってあたりまえ I 
コップに水が半分入っている。これを見
て、 「もう半分しか残っていない」と思う人
と、 「まだ半分もある」と思う人がいる。も
のの見方は、人によって違うもの。違いが
あってあたりまえ。このことは十分理解して
いたつもりであった。
しかし、 「グループで課題に取り組む」と
なると、この互いの違いと合意の図り方に想
定外の苦心があった。
「未来塾の学びの場である以上、見つけた
課題に対して精力的に取り組むのが当然だ」
と誰もが認識していても、みんながみんな同
じ温度で、同じ優先順位のつけ方で臨んでい
るわけではない。 「なぜもっと積極的に取り
組まないのだろう」という思いもあれば
「どんどん進まれても、個人的な事清もあっ
て、思うようについていけない」という思い
もあってあたりまえ。グループの中にこそ、
地域の縮図があると痛感。
違いがあってあたりまえ。互いの違いを認
めたうえで、 「何ができる？」を共に考えて
いくのが合意形成なのだと学んだ。

1 っなぎ手に I 

未来塾での活動を通じて、とても大きな人
財に出会った。今後は、本業である人材育成
・子育ち支援事業はもちろんのこと、現在活
動中の北之庄の地での活動、そして、期間限
定で携わることになった協働事業の場で 「つ
なぎ手」として活動していきたい。
お世話になった皆様、ともに学んだ塾生の
皆様、ありがとうございました。
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西岡裕洋 鹿深deござれ
入塾して1年半。人との出会い、充実した地域活動で人生観が変わりました。

【おうみ未来塾入塾】

青年会議所や商工会青年部で、まちづくり事業や地域活性化事業に取り

組んできましたが、年齢満期で卒業してからは地域活動との関わりが疎

遠になりましたので、今一度まちづくりの原点に立ち返り 「自分の住む

地域（まち）は自分たちの手で良くしていこう。」を実践すべく自分に喝

を入れるために入塾しました。

ば

）

【おうみ未来塾での学び】

自分たちの地域（まち）を良くしたいと積極的に地域活

動に取り組もうとされている方々が塾生として沢山集

まり、また本講座で滋賀県内各地を訪問すると、そこに

は更に自分たちの地域（まち）に愛着を持ち、もっと良

くしたいと本気で地域活動されている先人達が沢山お

られることを知りました。

滋賀は近江商人発祥の地であり、三方よし精神が強く根

付いており、皆さん世間によしとされることを考えて活

動されていました。

私が今までしてきた活動は似非だったのか。本気度が足

りなかったように思います。

漠然と「地域活動を」と言っても自分一人では何もでき

ませんし、 「やらされている」と思っていても何も解決

できません。共に学び本気度を持った一人ひとりが一緒

に活動するからこそ、各グループ、次々と成果が表れて

いるのだと思います。

おうみ未来塾で共に学んだ同志として互いに切磋琢磨

し地域（まち）になくてはならない団体として末永く活

動していきたいと思います。

【今後の活動目標】

先ず甲賀市市民協働事業提案制度で認定を受けること。そして、おうみ未来塾から生まれた「鹿深

deござれ！」活動の継続です。「OOdeコミュニケーション」を充実させ皆さんに認知して頂くこ

とが重要です。

また、湖南市国際協会とも連携し、地域（まち）に暮らす外国人との更なる交流を深めて行きたい

と思っています。
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＇ 鹿深deござれ
ロ人 ］

年が明ければ69歳になるおばさんです。夫は17年前に亡くなりま
したが、息子達三人が支えてくれまして入塾するまでは普通にボラン
ティア好きのおばさんでした。
居住地域を中心に大宝神社のイベント委員・学区の防犯パトロール・
J環東駅前清掃等々細々としておりましたが、栗東自然観察の森観察指
導員講座を受講後森の保全活動を契機に滋賀大学環境学習支援士講座を
受講し資格を取得致しました。
その時研究課題に 「やまの子体験学習」を選び関わりを持ちました。
それと平行して里山での 「真っ直ぐな自然薯栽培」も学習しました。
そんな中で、どのボランティア活動も楽しくある種の 「生き甲斐」の
ようなものを感じていましたが何か違う、こんな形ではない、こんなこ
とで良いのか、もっと組織立てて行えば 「成果」というか何かが出来る
ではないかと思い始めました

［どうして入塾？何を学んだ？ ］ 
思い悩んでいる時におうみ未来塾9期生の二男に 『未来塾に行ったら色々と学習
できるし、お母さんなりに解決策が見つかると思うよ。 』という言葉に背中を押され
年甲斐もなく 12期生の募集に応募した次第です。
意気揚々と開講式に参加した時には何か場違いな気分になりましたが、スタッフの
方々や講師の先生方の基本理念や励ましのお言葉を聞いている内に 「アカンかも知れ
へんけど、良し！出来るとこまでやってみよう。 」と思いました。
「よぉーし、頑張るぞ。 」と開講を心待ちにしていた所、事務局より 『「フェイスブック」が
出来ると良いですよ。 』とメールが入りました。
「あら一 ！こらアカンわ、知らないわ。 」と惑いましたが、息子に話をし、すぐに教えてもら
いなんとか入塾までに使えるようになりました。これがまた楽しいものでSNSにハマりまし
た。今では私なりに情報量も増え覚えて良かったと思っています。
それからが大変、毎回の学習が初めてのことが多く 「本講座」は勿論のこと塾生主導の 「サブ
講座」等々バラエティに富み、多方面の学習に毎回参加することが楽しくなりました。
数え上げればきりが有りませんが、 「発想」 「意欲」 「界践」 「ネットワーク」の4本柱に向
かって学びました。 例えば基礎実践コースでは 「地域プロプユーサーの時代」 「地域に学ぶ」
「地域を知る」と3回の 「フィールドワークショップ」を行ったり 「グループづくり」を学んだ
りと幅広く深く学ぶことが出来ました。
また、創造実践コースではグループとしての基本的な活動方策を学びました。このことが後半
のグループ活動に活かされて行く事になりました。
その後「鹿深deござれ」の一員としてのグループ活動は開催の回を追う毎に内容は濃く深くな
っていきました。

原田義子

［ こんなことをしました、そしてこうありたい！ ］ 
甲賀市の定住外国人が集中する水口町にて 「多文化共生」を中心に多種多様
な住民、各種団体が出会い交流する 「きっかけづくり」を行いました。事業
内容は 「OOdeコニュミケーション」と銘打って 「からだ」 「ごはん」
「おにく」 「すいか」 「まつり」 「からだ2」 「おやま」 「おかん」と毎月
開催してきました。開催の都度新たな出会いがあり、再会の喜びがありと毎
回感動とともに終えることが出来ました。
このようにおうみ未来塾で学んだ結果様々な方策を駆使して 「地域活動」が
見えてきました。この活動を通じて自分発見も出来ましたので、しっかりと
身につけ活用出来る自信が付きました。今後はより長く充実した活動をする
ために地域での新しい仲間を増やし、有償ボランティアの養成もしたいと思
います。
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おうみのふるさと物語プロジェクト

■入塾の動機
滋賀県立大学「近江環人地域再生学座」
で学んだ知識を活かし、もっと広く活動
出来ればとの思い出で、おうみ未来塾に
入塾させて頂きました。

■おうみ未来塾での学び、得られたこと

■今後の抱負
活動のなかで辿り着いたビジョン

“土地の風土に合った、愛があるまちづくり”

このビジョンを実現するために、民話や里
唄など「ふるさと物語」の発掘、編集、普及
活動を継続的に取組んでいき事と、

自らが、「語り部」としての役割を担いたい。

「生ごみ」は地域の資源と言う活動と
グループ活動を通じ、課題解決に向け 並行させながら、地元を愛し誇りにおもう仲

［塁塁叶比言虐杏繋贔均与茫9嬰嘉喜言昇緊言訳土づく
びました。

又、合意形成の必要性と重要性について、
改めて気付かせて頂けました。

そして何よりも、同じ志を持つ 「かけ 土地の風土に合った愛があるまちづくり
がえのない仲間」との出会いを得、これ
からの活動で、相互に有意義なつながり
を育んでいきたいです。

民話と里唄の「語り部の会」の活動風景

ープロフィール ー

ふるさと物語プロジェクトのビジョンとミッション

（活動循環モデル）

滋賀県県立大学大学院副専攻近江環人i叫或再生学座卒業称号：近江環人取得

「生ごみ」は、地域の資源と考え 生ごみをリサイクル（堆肥化）し、生ごみ堆肥を使った農地での「安心． 5

全」な土作りから、「安心•安全」な農作物を生産し、消費者へ提供する活動と、近江環人地i剥再生学座で学ん）

スキルを活かし、地域の再生・活性に取り組む。

現在、近江八幡市・守山市を中心に活動しています。
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藤井由美子 （はちみ～つ）

安
ビ
」

■入塾の動機
私自身、滋賀で生まれ育ち、そのままずっと滋賀に住んでいるが、

滋賀県について特にこれといった関心も知識もなかった。だが、た

またま元卒塾生と知り合い、その方が、日々地域の活性化のために

真摯に取り組んでおられる姿に、おうみ未来塾とは何ぞやと興味を

持った。そこから、滋賀の地域を深く知りたいという思いが、フッ

フツと沸き起こり、百聞は一見にしかずと入塾を決意した。

■成果（塾での学び、気付き）
講習においては、講師の方々を通して、卒塾生の活動を新たに知ることができ、地域に関して、新

たな知識と関心を持てた。地域での取り組み方や人と人との付き合い方の奥深さ、考え方、着目点、

それらを活かした地域課題への対処方法等、まさに「学び」の場であったと思う。

滋賀のそれぞれの土地で活躍しておられる皆さんの存在が、講習や現地研修で如実に解った。その

土地での特産物を生み出し伝えていく。また、その土地で「生きていく」という覚悟、思い入れを伺

うことによって、私自身のこれからの生き方を新たに見直すキッカケを与えてもらったように思う。

何より、地域に密着した活動を通して、 12期生の仲間達とともに「とも暮らし」ができた。ともに

活動できた共同の「共」であり、友人の「友」であり、伴走の「伴」である。そして、その「とも暮

らし」の結果として、たくさんの貯金ができた。お金に換算することではなく、かけがえのない 「人

と人とのつながりの財産」の貯金である。仕事を離れた付き合いから交際の輪を広げて、交友の貯金

通帳を増やすことが、何よりも自分の人生を豊かにする。仕事にありがちな八方塞がり、四苦八苦と

いった状況に陥った時、その豊かな貯金をおろすことによって、本然と解決の緒を見い出せることが

あるが、今後の私自身の人生においても、それは大きな励みと助けになるであろう。

また、実践を通して、一度 「発酵」の工程を潜り抜けた味の滋味深さ、醍醐味に出会った時、新た

な異なるもの（魅了されて止まないもの）を求めている自分を感じる。今、まさに、 12期生という枠

に拘らず、卒塾生、または未来塾という垣根を飛び超えて、人と人とのネットワークの強さ、広さを

あらためて知り、その有難味を実感している。

■今後
新たな視点で、滋賀を再度見つめ直して、活動拠点を見極

めていきたい。今までは、塾という名の完備な屋根の下でヌ

クヌクと保護されて甘えきっていたが、これからなのだ、本

来の厳しさ、辛さを身に染み込ませて苦しむのは。それでも、

フッフツと沸き起こる己の感受性に身を委ね、自分自身が求

めている本当の己の姿を目指して突き進んでいかねば、と思

っている。

近江八幡で来秋開催予定の「ヴォーリズ展」のお手伝いも、

微力ながらさせていただきたいと思っている。また、未来塾

を通して知り合った先輩諸氏や知人に協力して、自分のでき

る範囲で、近江八幡以外の地域にも関わっていきたい。

何より、地元・近江八幡をもっともっと活性化させていく

ために、私自身が積極的にネットワークを広げ、幅広い知識

を身に付けていきたい。
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古ゞ 屋～古民家醤用サポータース～
“墨劇屑，i'[・」-

「地域プロデューサー」
なんて魅力的な言葉だろうか。

そして「未来塾」、この上もな

＜夢と希望のある名称だ。

ここに入らなくして、ほんとう

に自分がやりたいことの何たる

かを見つけることができるのだ

ろうか。

地域の問題点として、地域に存

在する要素が「点」での集まり

であり、その一つ一つが「線」

となるような結びつきが見いだ

せなかった。

その「点」の一つ一つを根気強

くそして丁寧に結びつけていく

のが地域プロデューサーの役割

ではないかと理解し、入塾に至

った。

·肩糾l,~ ↑ti'’'れ、ほ目＇屑ii'彎』'’’’’’|
参加したグループ活動では本当

に運良く活動拠点がすぐに見つ

かり、地域の方々にも快く受け

入れていただくことが出来たが、

本来ならここが一番苦労する点

なのだと実感した。

また、一度入ってしまうと、地

域の方々のニーズが多種多方面
に存在し、整理するのに追われ

てしまう。

だがしかし、自らの地域をなん

とかしたいとい想いが我々の活

動をトリガーとして湧き出てく

るという表現がぴったりのアク

ションができたことは、自分に

とって地元へ持って帰れる財産
となった。
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“得湯覆鴫吼園詈員一

市町村合併以降、ちぐはぐな活

動が高島市内では目立っている

それらを何とかしたいとは思っ

ているが、そんなことはおこが

ましい話しだ。

自らは法人の活動を通して、

「あいつらなんかおもろいこと

やっとるな」とか

「そんなこと考えつかんかった。
など、他者に気付かせる活動を

やっていきたいと考えている。

高島には無限の宝が眠っている

響覇嗣昂昂刷碍拳｛ー

地域の問題を解決するなんて言

うのは厚かましい話しだ。

しかし、地域に問題は山積みL
ている。

そして得てして地域の人々は支
付いていない。

それに気付いた君には、過酷て

楽しい試練が待ち受けている。

方法は無限にあろう。

ただし、一人では挑戦できなし

想いの連鎖がさざ波からビック

ウエーブを引き起こす。

期待してる。

R3 
NPO法人たかしまプロデュース代巷

バ 「たかしまの元気応援法人」として、i
シ島市の文化芸術のみならず、福祉、 I身
境などを楽しくプロデュースしながら

＝テキトーに生きている。

ニぅ現在 「高島市にコミュニティ FM局」
を開局するために奔走中。

また、成安造形大学の学生と協同し、

コキャスト、スタッフ他、音楽も高島庁
のアーティストを起用して「高島市(J.
映画」を制作中。

C) 1964年 10月8日生まれ。
c：辰年・天秤座． A型・c1'。
一連絡先 090-9887-2905
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■入塾の動機

地域の課題を解決する「地域プロデューサ
ー」という言葉に興味をひかれました。
仕事とは別に、地域社会に貢献できる何か
を探していたので、そのやり方・考え方のヒ
ントをつかみたい、熱い志を持った仲間に出
会いたいと思い入塾を決めました。

■学んだことや気づいたこと

・今やろうとしていることは本当に地域から
求められているのか、ということをいつも意
識しました。地域の人としっかり関係をつく
らないとなかなか相手の思いは見えてきま
せん。こちらの思いだけで行動せず、ニーズ
をくみ取る力を学びました。
・フットワークは軽すぎるくらいがちょうど
いいと思います。そんな行動力が人を巻き込
む力になっていくのだろうと思いました。
・塾生が集まれば、そこは小さな地域。色々
な考えの人がいて、それが当たりまえなのだ
と思いました。
•一人では何もできないこと、思いを共有す
する仲間の重要性に気づきました。
・「地域＝人」
「この地域が好き」と言っていても、それは
実は「この地域に住む人が好き」だったので
はないか。
私が探していたのは'’地域社会に貢献できる
何か”ではなく、この人たちのために動きた
い、と思える相手だったのではないか、と塾
活動を通じて感じました。

■入塾を考えている人へ

「求める人にだけ成長の機会が訪れる」と
いうことを未来塾の仲間から学びました。
地域活動には様々な役者が必要です。議事
を進行したり、ムードメーカーになったり、
細かい書類を整理したり。苦手なことや初め
てのことがあってもぜひ一度は挑戦してみ
てください。塾活動ですから仮にうまくいか
なくてもすべて学びになります。

（はちみ～つ）i
 
豆

■卒塾後の抱負

好きになった場所で、好きになった人たち
の「困った」を解決したり、夢を叶えるお手
伝いをしたいと思います。
未来塾を通してご縁が出来た北之庄。沢山
の資源がある魅力的な地域ですが、ここに住
む人たちと出会って人間関係づくりができ
つつあることが私にとっては大きな財産で
す。
つながりを大切に、自分にできる貢献を考
えていきたいと思います。

■プロフィール
まつおかさおり
滋賀県大津市（旧志賀町）出身。職業は滋賀
県職員。
趣味はアウトドア、料理、カヌー、お散歩。

■目指したい社会

•自分の住んでいるまちが好き、と思ってい
る人がたくさんいる社会
・いきいき働く大人がたくさんいる社会
・自律した NPOが職業として認識されてい
る社会
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村山奈緒美 I古ゞ 屋～古艮累活月サポータース～凍近江1

【入塾の動機】

公民館職員として社会教育•生涯学習を通して「人と人をつなぐ」お手伝いを

していますが、地域での様々な活動を通してより‘人のつながる場’をどのように

作っていけばいいのだろう？と思ったのが入塾のきっかけです。

また、ボランティア活動など自分が関わった経験を地域の活動に生かす手法、

ボランティアを生業につなげるにはどうしたらいいのか？など漠然とした思いを

持ちながらの入塾でした。

【未来塾で学んだこと】

地域の財産や問題は、その地域に住んでいると見えにくいものだと改めて感じ

ました。

私たちのグループは‘よそ者でしたが、地域の方と話し合いを重ねることによリ、

私たちの存在を認識していただけるようになリ、また活動に関心をもって頂けた

ことは、グループメンバーの頑張リのたまものだと思います。

また、地域を元気にしたいという想いをもつ大勢の仲間と出会えたこと・私たちを

受け入れてくださった柏原のみなさんに感謝！ このつながリを大切に今後の活動

につなげていきたいです。

【今後の抱負】

私たちの活動がまいばら協働事業に採択されたので、

今度は行政との協働事業となります。より地域の方に

親しんでもらえる場作り、また東近江を含む県内の

他の地域にもこの活動を広げていけるよう、取組み

たいと思います。

未来塾の学びを生かしてこれからも多方面に活躍

していきたいです。

【Profile】
生まれ育ちともに東近江市（旧五個荘町）です。

趣味•特技はダンス・お菓子や料理など物を作ること。
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藪下利男 鹿深deござれ！

～入塾の動機（なぜおうみ未来塾？） ～ 

第 14回近江地域活性研究会 (H2 3年 12月8日）で～住民主体の地域づくり～のテー

マで甲賀市役所の方とプレゼンした時におうみ未来塾12期生の応募チラシを見る。

様々な形で楽しぐ愉快に地域活動が出来ればと思っていたので、地域活動の学び・実践の

場として応募。

～おうみ未来塾での学ひ‘・気付き（楽しく学んだこと） ～ 

0最初、「団塊の世代の経験が何かに役に立てば」の高飛車な想いがあったが、
何の事はない、 1 2期生のみなさん方から学ぶことばかり。さらに人のつな
がりにうきうき感を味わう。 ― 

0本講座やサブ講座などを通じて市民活動をする上において必要な道具類を学
ぶ。これらは、地元の自治振興会活動などに活用し成果が出る。
0地元の課題に対して、市行政、地元の団体・有志とグループのみなさん方と
の交流が図れ、多くの人と人のつながり・広がりや連携が出来つつある。
今後の活動に夢・勇気が湧く。

---------------------------------
プロフィール；

生まれも育ちも甲賀市水口町ですが、ご奉公：

時代は単身赴任（東京）や地方巡業を楽し<,

経験しました。良くも悪くも‘‘団塊の世代”の：

DNAを持っています。

今後は、様々な異文化コミュニケーション：

の展開のために、地元から巡業を続けます！ ： 

～卒塾後の抱負（今後の活動） ～ 

鹿深deござれ！活動の継続・展開による市民活動

①甲賀市の協働事業提案制度による助成金などを基にした活動の基礎づくり

②気楽に集まれる居場所づくりと生業化の探究

③外国人住民の方々による本活動の定着化

④甲賀市全体への展開と市外への展開による異文化コミュニケーションの拡大
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山川弘光 おうみのふるさと物語プロジェクト

■入塾の動機
子供ができてから自分が地域に育てら
れたことを実感し、コミュニティーを
次世代につなぐ活動をしたいと考え入塾
しました。

また、事業継続や組織活性化に関心が
あり、 NPOはじめ様々な組織体の事例を
自ら経験し研究したいと考えました。

■ぉラみ未来塾での学び、得られたこと
グループ活動を通じて、課題形成力とチー
ムワークの大切さを学びました。

自らの課題として取組んだ、P.F．ドラッカー
が提唱する、組織のミッション達成に不可欠
な3要素「機会」、「卓越性」、および「コミッ
トメント」についての研究は、グループ活動
の中で体現し、有用性の検証ができました。

そして何よりも「地域を活性化したい」．
「地域に貢献したい」という志をもつ、かけ
がえのない仲間との出会いがありました。
これからの活動で、相互に有意義なつながり
を育んでいきたいです。

むかし話と里うた「語り部の会」活動風景

ーメッセージ一

幅広い世代の仲間と、お互いの

価値観を認め合う。合意形成をす

る。そして目標に向かい邁進する。

塾での学びは組織活性化の学び

でもありました。他の所属団体や

組織で“おうみ未来塾マインド”を

発揮したいです。

ありがとうございました。 拝

■今後の活動
活動のなかで辿り着いたビジョン

“土地の風土に合った、愛があるまちづくり”

このビジョンを実現するために、むかし話
や里うたなど「ふるさと物語」の発掘、編集
普及活動を継続的に取組んでいきます。

そして地元を愛し誇りにおもう仲間の輪を
広げ、地域活性につながる場づくり、人づく
りにつなげたいと思います。

土地の風土に合った愛があるまちづくり

• • r 

ふるさと物語プロジェクトのビジョンとミッション

（活動循環の成長モデル）

「ふるさと物語を通じて地域の人と人の
つながりを深めていくこと」と「風化する
むかし話を古老から聴き取りすること」が
活動の課題にあります。特に聴き取り調査を
緊急課題と考え自ら積極的にすすめたいと
考えています。

■おうみ未来塾の魅力
「課題解決の答えは現場にある！」滋賀県
全域をフィールドに仲間と共に地域活性化の
手法やマネジメントについて、理論と実践
から学べる。

グループ活動の風景

31 
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山田英二 （はちみ～つ）

入塾の動機
今問題にされている社会問題が、本当に問題なのか？を常に考える習慣を持つ。
少子高齢化・ニート•財産の独占が豊か？・高齢者が政治の中心 等々
誰もが、自分の存在自体が社会貢献になっていると思って生きていける社会・自分が
楽しいと思うことをすることが、多くの人に喜んでもらえる社会

―-----—それらを実現するためのヒントやスキルを手に入れるため

塾で学んだことや気づいたこと
地域課題を「発見することの難しさを知る」
自分のやりたい事と、i胆或の課題はイコールではない。課題発見のために先入観を持っ
てはいけないことにも気づけた。
多くの仲間が出来たこと、様々な経歴の方と巡り合えたことが、一番の成果だと思う。
課題を発見した時の解決方法のヒントを得る事が出来た。
多くの方の講演を聞かせて頂いたことは、これからの活動のヒントになると思う。
グループ活動で、合意をしながらいろんなことに取り組んでいく大切さを学ばせて頂
いた。「合意」というキーワードが常にあったので、良かったと思う。何をするにも、
他人事ではなく、自分事に考えるようになった。

「新しいスタイルの観光」
全く新しいと言うわけではなく、以前から言われている、見物
型から参加型の観光へ地元「堅田モデル」の提案、実践をして
いきたいと考えている。「ある事」のために堅田を訪れてもらい、
ついでに見物型の観光もする。ある事とは、「私自身が楽しめる
事」で、楽しんでいる私をみて、一緒にやりたいと共感しても
らえる事だと思う。決して「これをしたら喜んでもらえそう」
というものではない。

「真野浜の活性化」
どういう状態が「活性した状態」なのかを考えるところから、
一番身近な真野浜について考えていきたい。ここに住み始めて
からずっと思っているのは「この素晴らしい場所
に一人でも多くの方が訪れて、ここへ来て良
かったと感じて欲しい」ということだ。そして、
その手伝いをするのが私の役目。真野浜の持つ、
人の心を和ませる雰囲気を、多くの方に味わっ
てもらうために、多くの方に真野浜がここに
ある事を知らせていきたいと思う。「先ず、知っ
てもらって、一度来てもらう」工夫をしたい。
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山中美津子 鹿深deござれ！

私は地域をプロデュースするために地域の風土を理解し、その風土の上になりたってきた

人間活動の歴史を深くみつめ、地域のあるべき方向性を見出し、うわべだけのまちづくり

とならないように決意しました。

過去においてないものをねだり、無秩序な開発・工場誘致などを行い、土地にやどる潜在

能力を無視した 20世紀型の開発を反省し、過ちを繰り返さないように宣言します。

第 1条（主体）

地域のやる気・元気を引き出し、地域住人による地域づくりをめざします。

第 2条（目標）

住みたくなる町づくりをめざします。

第 3条（視点）

大地とともに生きてきた住民を理解し、地域の本質を知ったうえで地域をプロデュースします。

第4条（資源）

地域の資源を有効に活用し、環境との共生をはかり持続可能な人間社会の構築に努めます。

第 5条（未来）

あるもの•あったもの•あるべきものを探し、地域の未来を見える化をはかり思いを共有できえ

地域のプロデュースを行います。

ツ

2 0 1 3年12月15日

おうみ未来塾12期生

山中美津子
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山本一男 おうみのふるさと物語プロジェクト 1大津市

● 入塾の動機

今の日本の姿、自分を含めた日本人の生き

方に疑問を感じつつ、本来の「日本」 「日本

人」のことが知りたくて、二十年近く日本の

文化・歴史を学んできました。中でも古くか

ら日本人が持ち続けていた「感性」 「価値

観」に興味関心を持っていました。日本人の

基層には、自然豊かな日本列島の中で育まれ

た、固有の「感覚」 「美意識」 「価値観」

「生き方」といった「日本的なもの」 「日本

人らしさ」があります。近年はこうした感覚

が薄れ失われつつあります。はからずも東日

本大震災は、日本人の固有の価値観を思い出

させました。今一度失いかけている「日本人

らしさ＝アイデンテイティ」を蘇（よみがえ）

らせ、大切に残していかないといけないと思

っています。ただ一人で出来ることの限界も

感じていた中、入塾を通して何が出来るか考

えてみたいと思いました。

● 塾での学び・気づき

すでに地域で活動をされている先輩諸氏の、

地域を本当に良くしたいという強い「想い」

と、地域の人と人を結ぶ「求心力」、活動を

継続していく「持続力」を、直接学ぶことが

できたことは貴重な体験でした。またグルー

プ活動である地域に眠る郷土物語（昔話・里

唄など）を発掘・編集・普及する「ふるさと

物語」を通して、 「理念を共有すること」

「活動計画を立てること」 「実行してみるこ

と」 「検証してみること」の繰り返しの大切

さ、共に活動する仲間の有難さ、地域の方々

と共に活動し広めていくことの難しさを学び

ました。さらには、土地に伝わる形であらわ

すことのできない人の「感情や心I青の物語」
には、人を魅了する力があること気づきまし

た。それをどのように表現し、価値あるもの

にしていくかが今後の課題です。

「過去」と「今」を新たな「未来」へつなぐ

る
●山本一男 (IT/Webプロデューサー） ●スサノヲ（語りかぐら）

●http://susanowo.iimdo.com/ 

おうみのふるさと物語プロジェクト

土地の風土に合った愛があるまちづくり

●http://ohmi-furusato-monogatari.iimdo.com/ 

● 今後の活動

卒塾後も、メンバーと共に「ふるさと物語」活動を継続していきたいと思います。理念や活動内容

に共感していただける活動者の輪を広げて行きたいと思っています。土地・土地にある固有の物語が、

地域の宝物として大切にされ、誇れるものがある心豊かな「まちづくリ」として活用されるまで、滋

賀県全域にこの活動が広がっていくまで、活動を続けていきたいと思います。

他の活動としては、日本神話の語リと演奏コンサート「語りかぐら・なむぢ」を、関西だけでなく

全国に広げていきたいと思っています。日本人が自然と共に生きる中で育んできた素朴な生き方「祈

り・感謝・蘇（よみがえ）り」（自然の力に祈り、自然の恵みに感謝し、自然と共に繰り返す）の感

覚に気づいてもらう活動を継続していきたいと思います。
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山本周作 鹿深deござれ

【入塾の動機】

いろんな地域活動を経験して・・・。いろんな課題や問題に気がついた！課題や問題を一つず
つ解決して、この街を自分が好きになりたい、みんなに好きになってもらいたいと思った！
そう考えている時、 7期生大河原 佳子さんからおうみ未来塾のお話を頂き、これだあと思っ
た！ ！ （自分の思いが引き寄せた）自分を導いてくれた大河原 佳子さんに感謝！

【おラみ未来塾での学び・気づき】

いろんな人たちに出会い、いろんな所に行き、いろんな手法を学びました。今までの人生では
経験できなかったことをたくさん吸収することができました。そして活動している中で、自分の
気持ちや考動が変わり、 4人目の子どもができ、安定した郵便局の仕事まで辞めました。この経
験は、今後の人生にとって、大きな財産となるでしょう！とにかく、楽しかった。（感謝）

【今後の抱負】

(1) 福井県高浜町上瀬（親元）で、地域の課題・問題に取り組み、地域活性化したい！ （世帯
数 17件、人口56人のこどものいない限界集落です。 20 1 3年現在）

(2) ことも、目標10人！ あと、 6人／7年。 (20 2 0年東京オリンピックまでに）
(3) 住民・環境が、魅力ある村を作ること！ →世界中に発信。（いつやるの今からでしょう！）

為せば成る、為さねば成らぬ何事も、成らぬは人の為さぬなりけり！

【その他の活動】

◆甲賀市国際交流協会理事 市民交流部
◆フィリピン国際交流＆ボランティア

写真：水口藩主山本周作

◆魅力ある地域社会をつくりたい人たちによるネットワーク
◆公益社団法人甲賀・湖南人権センター
◆水口自治振興会 まちづくり委員
◆日本語学習支援グループ「和」 2013 3月まで
♦BNN （びわこ日本語ネットワーク） 2013 3月まで
◆PTA 2 0 0 9~2013 3月まで
♦スポーツ少年団（野球）コーチ2012 12月まで
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おラみ未来塾 12期生29名のあゆみ
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おうみ未来塾12期生29名のあゆみ (2012.06~2013.12)
おうみ未来塾には、基礎実践コースと創造実践コースがあり、その歩みを紹介します。

1基礎実践コース
1-1．フィールドワーク研修状況
初代塾長故日高敏隆先生の理念「Thinklocally, Act 
locally．（地域の問題は徹底的に地域で行動し、解決する）」
を継承し、まちづくりの現場へ行って、草の根から地域や

社会を変えるものの見方や考え方を学びました。

今回は、滋賀県の6か所を訪問しました。

上：講師の皆さん第3回本講座
下：針江のカバタ高島市針江（旧新旭

① 

ー・ .... 

第 2回本
長浜市（旧

⑤第5回本講座第5回本講座

東近江市（旧能登川町）

'~回本講座 ④ 

江八幡市 第4回本講座

上：旧八幡郵便局

下：酒湘舘 第 5回サブ講座

甲賀市（旧水口町）

第5回サブ講座村田和代さん
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東近江市（旧愛東町）

第4回本講座藤井絢子さ
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第4回本講座 曽根原久司さんと一緒に、収獲モリモ



1．基礎実践コース
1-2. 基礎実践コースのあゆみ
基礎実践コースでは、前頁で紹介したまちづくりの現場で学ぶフィールドワークの他に、NPO（非営利組織）活
動に必要な緬織連営の知識を学びました。また、塾生企画によるサブ講座で、塾生の理解を深めるワークショッ
プやファシリァーソョンを学びました。そして、サブ講座を自ら企画するため、全体塾生会等を開催しました。
なお、内容・場所・講師などの詳細については、本講座・サブ講座・全体塾生会の一覧表を参照下さい。

基礎実践コースの年表

入塾式 北村裕明塾長
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市
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座
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・
②
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）
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第
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回
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講
座
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宿
）
地
域
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旦
プ
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え
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①
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ー
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廣水乃生さん 第8回サブ講座

リ
第8回本講座 岸田翼代さん
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第
八
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と
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意
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成

朧吹憲吾さん

第9回本講座
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/‘‘  

鵜飼修さん
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2創造実践コース（グループ活動）
創造実践コースでは、地域資源や地域課題をテーマに、グループづくりを行い、地域で活動しましt.

2012年12月16日（日）の第七回本講座で、 4グループをつくりました。
おうみのふるさと物語プロジェクト、古ゞ屋（ここや）、鹿深deござれ！、 8meets（はちみ～つ）です
2013年2月9日（日）に、目標発表会を実施し、塾長とアドバイザーの先生方からアドバイスを頂きま
た。アドバイスをきっかけとして活動の方向性を修正でき、未体験であるグループ活動の方向性が閃

りました。
2013年6月9日（日）に、公開により中間発表会を実施し、塾長・アドバイザー・客席の皆様・塾生同
からアドバイスを頂きました。途中経過をまとめ、アドバイスを頂くことで、活動に参考にできまl
なお、各グループ活動については、各グループの活動報告をご参照下さい。

2月9日に開催した目標発表会

北村塾長の挨拶 塾生による目標発表 先生のアドバイスをグループ全員で聴く

熱のこもった塾生発表 地域からの声を紹介しました。 塾生発表を見つめる アドバイスす；
藤井さんと岸田さん 岡崎さん

1 8（火疇El) 口つ

中間報告会の記念写真

中日新聞

中間報告会が新聞に掲載されました。

ーj
 

4

d

 

l
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2013年12月15日（日）に、公開により成果報告会を実施し、塾長・アドバイザーから講評を頂きました。
活動の良い点を褒めて頂き、さらにステップアップするためのアドバイスも頂き、参考になりました。

←゚ 同日に卒塾式を実施して、おうみ未来塾の卒塾生が29名増えました。

゜
12月15日に開催した成果発表会

ビジュアルなプレゼン
テーション資料で発表

多くの参加者にお越し頂き、塾生発表も盛り上がりました。

講評する岸田員代さん 講評する藤井絢子さん

る

配布資料冊子を作成する塾生（編集委員）

12月15日に開催した卒塾式

鯰ととも

行己と；；も

講評する北村裕明塾長
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グループ活動で協働した地域の方々からの

声を、会場で発表頂きました。

山田督理事長の挨拶を聴く塾生
---J  
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3．本講座一覧表（敬称略）
テーマ：おうみ未来塾がめざしてきたもの

＊場所：大津市／会場：コラボしが21 中会議室

入塾式（公開） 講師：北村裕明（おうみ未来塾長／滋賀大学理事兼副学長）

'12/06/09 岡崎昌之（おうみ未来塾アドバイザー／法政大学現代福祉学部教授）

岸田慎代（おうみ未来塾アドバイザー／NPO法人パートナーシップサポートセンター代表理事）

藤井絢子（おうみ未来塾アドバイザー／NPO法人菜の花プロジェクトネットワーク代表）

テーマ・地域プロデューサーの時代

第1回
＊場所：近江八幡市／会場：八幡掘周辺、酒瀞館、旧八幡郵便局、しみんふくし滋賀本部事務局

講師：北村裕明（おうみ未来塾長／滋賀大学理事兼副学長）、
'12/07/01 

西村恵美子（八幡掘を守る会／酒瀞舘オーナー）

石井和浩（NPO法人一粒の会理事）、成瀬和子(NPO法人しみんふくし滋賀 専務理事）

テーマ：地域プロデューサーを考える

＊場所：長浜市（旧余呉町）／会場：ウッデイパル余呉森林文化交流センター、 洞寿院、全長寺

第2回（合宿） べんがら座、余呉小劇場弥吉、 NPO法人子ども自立の郷ウォームアップスクールここから、管山寺

'12/07/21 講師：岡崎昌之（おうみ未来塾アドバイザー／法政大学現代福祉学部教授）

~07/22 木下重樹（株式会社余呉バス代表取締役）

横山義淳（余呉オペラ実行委員会実行委員長／べんがら座主宰）

唐子患子(NPO法人子ども自立の郷ウォームアップスクールここから 理事長）

テーマ：新しい価値によるi胆或づくり
第3回

＊場所・高島市／会場：針江
'12/08/25 

講師：石津文雄（高島有機農法研究会）、美濃部武彦・高橋正通・足立亨（針江生水の郷委員会）

テーマ：i胆或と共に創る

第4回（公開） ＊場所：東近江市（旧愛東町）／会場：あいとうエコプラザ菜の花館／あいとうマーガレットステーション

'12/09/16 講師・藤井絢子（おうみ未来塾アドバイザー／NPO法人菜の花プロジェクトネットワーク代表）

曽根原久司(NPO法人えがおつなげて 代表理事）

テーマ：多様な主体の協働による地域づくり

第5回
＊場所：東近江市（旧能登川町）

'12/10/20 
／会場：能登川コミュニテイセンター、子民家etokoro、ファブリカ村、かじや館

講師：岸田奨代（おうみ未来塾アドバイザー／NPO法人パートナーシップサポートセンター代表理事）

北川陽子(NPO法人エトコロ理事／ファブリカ村村長） 大前哲(NPO法人かじやの里事務局長）

テーマ ・i胆或課題解決のための事業計画づくり
第6回

＊場所 ：草津市／会場：草津市立まちづくりセンター
'12/11/18 

講師：中川芳江（株式会社ネイチャースケープ専務理事）

第7回 テーマ：グループづくり ＊場所：大津市／会場：ピアザ淡海

'12/12/16 議事進行・塾生有志

第8回 テーマ：合意形成とリーダーシップ ＊場所：大津市／会場 ：ピアザ淡海

'13/01/19 講師：岸田演代（おうみ未来塾アドバイザー／NPO法人パートナーシップサポートセンター代表理事）

第9回 テーマ：地域診断法 ＊場所：彦根市／会場：滋賀県立大学 彦根駅前サテライト

'13/02/02 講師．鵜飼修（滋賀県立大学准教授／近江環人地域再生学座専任講師）

テーマ：グループ活動目標発表会 ＊場所 ：大津市／会場：ピアザ淡海

目標発表会
講評：北村裕明（おうみ未来塾長／滋賀大学理事兼副学長）

'13/02/09 
岡崎昌之（おうみ未来塾アドバイザー／法政大学現代福祉学部教授）

岸田員代（おうみ未来塾アドバイザー／NPO法人パートナーシップサポートセンター代表理事）

藤井絢子（おうみ未来塾アドバイザー／NPO法人菜の花プロジェクトネットワーク代表）

テーマ・グループ活動中間報告会 ＊場所：大津市／会場：コラボしが21

中間報告会 講評・北村裕明（おうみ未来塾長／滋賀大学理事兼副学長）

（公開） 岡崎昌之（おうみ未来塾アドバイザー／法政大学現代福祉学部教授）

'13/06/09 岸田興代（おうみ未来塾アドバイザー／NPO法人パートナーシップサポートセンター代表理事）

藤井絢子（おうみ未来塾アドバイザー／NPO法人菜の花プロジェクトネットワーク代表）

成果報告会
テーマ：グループ活動成果報告会、卒塾式 ＊場所：大津市／会場：ピアザ淡海

卒塾式（公開）
講評北村裕明（おうみ未来塾長／滋賀大学理事兼副学長）

岸田慎代（おうみ未来塾アドバイザー／NPO法人パートナーシップサポートセンター代表理事）
'13/12/15 

藤井絢子（おうみ未来塾アドバイザー／NPO法人菜の花プロジェクトネットワーク代表）

12月15日の卒塾式の後に、地域プロデューサーのつどいを開催
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4．サブ講座一覧表（敬称略）

プーマ：卒塾生交流会1回目

＊場所：大津市／会場：大津百町館
第1回 コーディネータ：小久保弘（おうみ未来塾運営サポーター／NPO法人ICT京都理事）
'12/08/07 卒塾生：岡崎一郎(1期生）、小久保弘(5期生）、荒木威(8期生）、北川久和（10期生）、

中塚洋子・堀江景子(11期生）

プーマ：facebook勉強会
第2回 ＊場所：野洲市／会場：湖南ネットしがITスクール
'12/08/30 講師：大山真(12期生）

プーマ：ファシリプーション基礎講座

第3回 ＊場所：近江八幡市（旧安土町）／会場：安土公民館

'12/09/15 講師：廣水乃生（コミュニティファシリテーション研究所所長）

コーディネーター：大山真（12期生）

第4回 テーマ：第1回ワールドカフェ 塾生の理解を深めるワークショップ

'12/09/29 ＊場所：草津市／会場：草津市立まちづくりセンター 講師：なし 塾生有志で組立

テーマ：ファシリプーション実践講座
第5回

＊場所：甲賀市（旧水口町）／会場 ：水口中央公民館、育児広場アプリコット
'12/10/08 

講師：村田和代（龍谷大学政策学部 准教授） コーディネーター：千代苑子(12期生）

第6回 テーマ：第2回ワールドカフェ 塾生の理解を深めるワークショップ

'12/11/03 ＊場所：米原市／会場：米原公民館 講師：なし塾生有志で組立

テーマ：卒塾生交流会2回目 ＊場所：米原市／会場：米原公民館
第7回

卒塾生：松井賢一(1期生）、河村好子(7期生）、日下部純子（おうみ未来塾運営サポーター、 8期生）、
'12/11/03 

山本拓也•吉田栄治(8期生）

第8回
テーマ： NPOミニ講座

'12/11/27 
11/27⇒＊場所：守山市／会場：守山市民交流センター

12/6⇒＊場所：彦根市／会場：彦根勤労福祉会館たちばな
'12/12/06 

講師：朧吹憲吾（淡海ネットワークセンター）

第9回 テーマ：むじな会の活動から学ぶ、 リーダーの役割 ＊場所 ：米原市／会場：村居田 臥龍公園

'13/8/3 講師：堀内博（ボランティアグループ格会代表）

5．全体塾生会一覧表
第 1回 '12/07/01 テーマ：メーリングリストとfacebookの運用 ＊場所：近江八幡市／会場：酒瀞舘

第2回＇ 12/07/21 テーマ：自己紹介 ＊場所：長浜市（旧余呉町）／会場：ウッデイパル余呉森林文化父流センター

第3回 '12/07/22 テーマ：塾生自主企画交流会く地域プロデューサーを考える＞

＊場所 ：長浜市（旧余呉町）／会場：残景寺
第4回 '12/08/25 テーマ：今後の予定 ＊場所：局島市／会場：針江

第5回 '12/09/16 テーマ：サブ講座の重要性・過去の創造実践コースにおける活動事例による問題提起

＊場所：東近江市（旧愛東町）／会場：あいとうマーガレットステーションラベンダールーム

第6回＇ 12/10/20 テーマ：グループづくりに向けた課題把握

＊場所：東近江市（旧能登川）／会場：能登川コ ：：：：ューテイセンター

第7回 '12/11/18
テーマ：グル＿プ活動で取り組みたい内容の個人発表

＊場所：草津市／会場：草津市立まちづくりセンター

第8回 ‘13/01/19 テーマ：グルプ活動の計画発表 ＊場所：大津市／会場：ピアザ淡海

第9回 '13/02/02 テーマ ：目標発表会と今後のサブ講座について

第10回 '13/02/09
＊場所：彦根市／会場：滋賀県立大学彦根駅前サテライト

テーマ：目標発表会の発表練習 ＊場所：大津市／会場 ：ピアザ淡海
第11回＇ 13/06/02 テーマ：中間発表会の資料製本、発表練習 ＊場所：大津市／会場：ピアザ淡海
第12回 '13/06/09 テーマ：中間報告会の発表練習、準備 ＊場所：大津市／会場：コラボしが21
第13回 '13/08/03 テーマ：成果報告会・成果報告書について ＊場所：米原市／会場：村居田 臥龍公園

本講座・サブ講座・全体塾生会の他に、塾運営を話し合う世話人会・代表者会議を開催
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6．塾生自らによる自主的な運営
おうみ未来塾では、塾生自らが運営に参画しています。世話人会（基礎実践コース期間）や代表者ぅ
（応用実践コース期間）で討議し、重要事項は全体塾生会で最終決定しました。また、サブ講座の講B
定などの運営も塾生自らが行い、会場下見などの準備を行いました。また、昼食も塾生が企画しまし

-,-..↓●  

全体塾生会 代表者会議

塾生による会場下見 塾生プロデュースによる昼食成果報告書等を編集する編集委員

塾生が自主的に集まり、打合せを行いました。
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塾生の情報交換のツールとして、今回より塾生
全員でfacebookによるインターネットを活用しま
した。その結果、従来のメーリングリストより情
報交換が活発化しました。
おうみ未来塾12期生＆サポーター（非公開）の
facebookページにおいて、投稿数919個、コメン
ト数2272個、写真掲載数2658枚、いいね数7740
個と盛んに情報交換しました。
また、各グループ活動のfacebookページも開設
し、グループ活動日程を公開しました。その結果、

第7回本講座グループづくり

他グループ活動への見学を可能とし、意見交換を 塾生や事務局が、食事会を通じて交流しました
さらに活発化できました。 2013年8月3日 米原市村居田の臥竜公園にて
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l, 

かふか

鹿深deごされ！
日本人と外国人住民の方々が

共に地域をふるさととし

楽しく暮らせるため¢茶、トワ＜クb＜り

■MEMBER 

居山翠

千代苑子

西岡裕洋

原田義子

藪下利男

山中美津子

山本周作

■SUB MEMBER 

長阪静

中島みちる

゜。・• c 
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1.活動の目的
私たちは、甲賀市に住む定住外国人が集中する水口町において、「異文化コミュニケーション」

を中心に、多様な住民やさまざまな団体が出会い、交流するキッカケづくりをおこないます。具体

的には、生活習慣・料理・文化・歴史・言語など、あらゆる切り口からワークショップやイベントを開

催することで、歴史ある“鹿深”の重みを理解しつつ、互いの文化を尊重し理解を深め合えるよう

なく皆のふるさとづくり＞をお手伝いすることを目的としています。

定住外国人住民 日本人新住民

H、小介
日本人旧住民 市民活動団体

H、H介

t
 

コミュニケーションt
 

ワークショッブや
イベント

鹿深deござれ

1活動の背景
甲賀市の国際化推進計画の基本的理念は「お互いの違いや良さを認め合い、ともに新しい市民文

ヒを創造するまちづくり」とし、市民・企業・団体・行政などが一体となって誰もがまちづくりに参画し、

之に築き持続的に発展するまちづくりを目指しています。基本目標の一つとして、「誰もが参画できる

也域づくり」具体的施策～外国人と自治会が円滑な交流をはかるための仕組みづくりが掲げられ、この

鰈に沿った活動になるよう計画をたてています。

► 甲賀市に住む定住外国人の約75％の方が水口町に居住している

► 定住外国人の出産・子育てに対する課題（若い世代の交流の場が乏しい）
► 

► 
心は自国にあり、日本の人閃との交流が少ない

► 日本の文化・習慣に溶けこもうと努力するも精神的な負担が大きい
► 異なる文化・習慣を持つ人たちが、人としてとうつきあうかが課題
► 継続的な交流の場所、人と人をつなぎ、かつ外国人住民の方もとび込める場所が少ない
日本人・外国人閉わす、活動に集まるのはいつも決まった人ばかり

子とも同土も関わる機会が少ない (2月 6日開催の意見交換会より）
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2.私たちの活動フィールド
甲賀市9.k口町

水□エリア
滋賀栗

土山エリア

．．．．．． .... ．． .. 
... ．．． ........ ．． 

甲賀エリア
信楽エリア

甲南エリア

甲賀市観光ガイド「たいむとりっぷ甲賀」より http://www.koka-kanko.org/contents/map.html

甲賀市は滋賀県東南部に位置し、大阪・名古屋から 100km圏内にあり、近畿圏と中部圏を

つなぐ交通拠点として昔から東海道宿場町として栄えてきました。気候も平野部では比較的穏や

かです。また「鹿深deござれ！」の活動拠点となる甲賀市水口町水ロ・綾野地区は、東海道の道

筋として現在も甲賀市の商業圏の一部としてなりたっています。工業団地も多くあり、ピーク時

の平成20年には約3200人、平成23年12月末の時点で外国籍住民の数はブラジル人約 1

200人を含め26 7 1人が登録され、甲賀市全体の約75％が水口町に居住されています。

協力いただいている地域の主な間係団体

甲賀市国際交流協会

麓力ある地域社会をつくりたい人たちによるネットワー，，

あいこうか市民活動・ポランティセンター

子育てひろlさア7,I Iコット
子育てサー，，ILCHEERS STATION 

NPO法人わくわくキッス

水口子育てセンター

甲賀市役所なと

「鹿深」の由来

ご協力いただいた関係団体の皆さま

たくさんの学びを、

ありがとうございました。
これからもよろしくお願いします！ ！ 

私たちの活動する“甲賀’'は「こうか」と読み、今も字名にも残る「鹿深（かふか）」

が語源です。日本書紀の中には「鹿深臣（かふかのおみ）」と呼ばれる豪族が百済（くだ

ら）より来たる、と記されており、奈良時代の前に起こった壬申の乱の記録にも鹿深の地

名が記されています。定住外国人の方々との交わりを中心とする私たちの活動趣旨とも一

致することから、グループ名に 『鹿深 （かふか）』 をつけました
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「鹿深deごされI」主な活動記録

12月22日

1月6日

2月2日

2月6日

2月9日

2月16日

3月4日

3月11日

3月14日

3月23日

3月31日

4月19日

4月20日

4月23日

5月12日

5月26日

6月16日

6月30日

7月14日

7月14日

7月28日

8月24日

8月26日

9月5日

9月29日

10月27日

11月16日

11月23日

12月8日

第1回グループMT

第2回グループMT

第3回グループMT

第4回グループMT『第1回地域との意見交換会』

おうみ未来塾目標発表会

第5回グループMT

第6回グループMT

第7回グループMT『子育て支援視点での意見交換会』

「魅力ある地域社会をつくりたい人たちによるネットワーク」との顔合わせ

第8回グループMT『TEAPARTY』

（臨時）グループMT

国際交流協会主催「ランチタイムサロン」参加

水口曳山祭の見学

第9回グループMT（ジャンカルロさん出席）

第10回グループMT『からだdeコミュニケーション』

第11回グループMT

『ごはんdeコミュニケーション』

第12回グループMT

『おに<deコミュニケーション』

第13回グループMT

第14回グループMT

国際交流協会主催イベントに協力（カレー作り）

あすぱる甲賀主催イベントにて『すいかdeコミュニケーション』

第15回グループMT

第16回グループMT『まつりdeコミュニケーション』

国際交流協会主催『からだで伝える自然な交流！ 』

（からだdeコミュニケーション第2弾）→第17回グループMT

第18回グループMT

第19回グループMT『おやまdeコミュニケーション』

国際交流フェスタにて『おかんdeコミュニケーション』
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3.これまでの主な活動
1 :‘多文化共生”視点での意見（情報）交換会
開催日時： 2013年2月6日（水） 18:30~21: 1 0 

開催場所：水口町 自主活動「きすな」 2階和室

参加団体： 魅力ある地域社会をつくりたい人だちによるネットワーク、甲賀市国際交流協会、あい

うか市民活動・ボランティセンター、甲賀市役所

参加人数 ：13名（うち、メンバー7名）

討議内容：

図 意見交換会前には「鹿深deござれ」のテーマ・活動内容

及び「おうみ未来塾」について参加者への説明を行った。

図 定住外国人の現在の生活・戸惑い等話を聞いたところ、

日本人との文化 ・習慣の違いに関する意見が出た。

烹彼らの二．ースを知る．ヽ．．足掛かり．とな．？．尼．．．

図 参加者からは、小さな区域で継続的に交流できる場の必

要性、人と人・団体と団体をつなく｀「繋がり MAPづくり」の提案、

多文化共生のみならす障がいのある人等との相互理解の場づくりに関する意見が生まれた。

⇒この繋がりのシステム（仕掛け）づくりが主活動となるべきか等を討議した。

2:子育て支援視点での意見（情報）交換会
開催日時： 2013年3月11日（月） 1 9 : 00~21 : 1 0 

開催場所：水口町 自主活動「きすな」 2階和室

参加団体：子育てひろばアプリコット、子育てサークル

CHEERS STATION、NPO法人わくわくキッズ、水口

子育てセンター、甲賀市役所

参加人数： 14名（うち、メンバー7名）

【3つのグループに分かれて討議した結果】

A:学童保育・支援センターについて
B：地域との触れ合いの1易について

c:コミュニケーションの場づくりについて

ー音楽・食•あそび・子育て一

といったキーワードが生まれた。

翌．．．．［楽．し．く集まる含．丑翻肱）：大切．J__

今後の活動は以上を踏まえて実施することとする。

組織を者えると各団体とのつながりが必要であり、

経費を生み出すことが大切になる。
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3~正△ビ一
開催日時： 2013年3月24日（日） 14:00~16:00

開催場所：水口町水□中央公民館・鹿深ホール
参加者数： 36名（うち、メンバー8名）

水口町に住む、定住外国人の方閃との出会いの場づくりとして、気軽に集まることのできるTE

APARTYを企画。甲賀のお菓子やメンバーの手づくりのお菓子を持ち寄り参加者がフリートー

キング、就労で来日していたインドネシアの3人の女の子や、ブラジル籍の子育て中の若いママと

そのお母さん、国籍も様閃、鹿深 deござれ！のメンバーがつなぎ役として初対面の人閃をつない

でいった。まだ国籍を問わす、参加者は次第にうちとけていくことができだ。終盤、愛知隈からの

ツーリングのご夫婦が飛び入り参加できるほと、終始なごやかな雰囲気であった。

メンバー感想より一部抜粋

■今日のような、フランクに集まってお喋りするような場は、ありそうであまり無く、必要とされる場所でもあると
いう事を感じました。目的が無いわけではありませんが、参加者がそれを意識する必要は全く無い・・・その緩

やかさが、この場では重要だったのだと思います。また、単発ではなく開催を続けていけるのがいいと思いま

す。機会（イベント）ではなく、場所（あり続けるもの）として求められているのでは、と感じたからです。その場合

は、回を重ねるごとに輪が広がるような仕組みが必要ですね。

■グループミーティングや意見交換会を重ねてきましたが、頭で考えるより先ず実行。今回のTEAPARTYは
鹿深deござれ！の活動の大きな第一歩でした。外国人の方々が『存在を認めてもらっている』と、喜んでいただ

けた事が何よりの成果であったと思います。我々に求められているのは「地域のお世話係」なのだと改めて感

じました。今回のような交流会の継続もいいのですが、それだけではつまらないと思います。我々の活動は有

限なので、期限内に何らかのカタチを創り、協働していただ＜志民にバトンタッチしていくことが理想なのではな

いでしょうか。この交流会を、今後どう活かしていくのかを考えなければなりません。

計んなの居場所となる空間づくり
「OOOdeコミュニケーション」
シ,,ーススタート II 

50 



と

4:からだdeコミュニケーション
開催日時： 2013年5月12日（日） 13:00~16:00

開催場所：水口町 水□中央公民館・鹿深ホール
参加者数： 35名（うち、メンバー9名）

「すべての人が交わる仕組みづくり」が課題としてあがってきだことから、言語や文化を問わす誰

もが参画し交流できる『コミュニテイダンス』のワークショップを開催した。 TEAPARTYの参加吾

をはじめ、これまでに関わった地域団体の方閃に案内したところ、 1オ～60代まで幅広い層の住民

が集まり、上原ジャンカルロさんのスペイン語通訳の協力も得て実施。手をつないで互いに身体に触

れ合い、ともに身体を動かしながら創造活動をおこなうことで、それぞれの住民がゆるやかに繋がる

きっかけづくりを試みた。 WSの最後には、湖南市に住むペルー人のご家族を招待し、子ともたち2

人（姉弟）によるペルーの民族舞踊“マリネラ’'を披露いただいた。参加者は彼らのダンスを鑑賞し

ジュースを飲みながら交流をおこなった。

5:ごはんdeコミュニケーション
開催日時： 2013年6月16巳（月） 11 : 00~14:00 

開催場所：水口町水□中央公民館
参加人数：約30名

メニューは日本のちらし寿司、台湾ラーメン、ブラジルのフ

バケーキ等皮の 3種類。水口町に滞在している中国人研修生

ゃ、ブラジル人の一家、国際交流協会や市役所からも参加者が

集まり、 3つのグループに分かれてワイワイ調理を楽しんだ。

ミキサーの故障や牛乳の不足でフバケーキの完成が危ぶまれ

たが、知恵と工夫で無事完成！食後は、甲賀市を拠点に活動す

る和田アフェアーによるコンサートを開催し、フバケーキづく

りの講師をしてくれたブラジル人のエリカさんの誕生日を祝

うため、サプライズケーキ＆歌も準備した。この回では、鹿深

deござれ！の貴重なサポーターであるメンバーの家族も下こ‘

しらえ・準備の段階から助っ人に入ってくれた。いろんな人に

支えられ、巻き込みながら、コミュニケーションの輪を一層広

く深めていきだいと勢いづく契機になった。
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立ユ証玉旦正コミュニケーション
開催日時： 2013年7月14日（日） 11 : 00~16:00 

開催場所：水口町 スポーツの森（キャンプ場）

参加人数：約60名 （日本25名／フィリピン 14名／フラジル13名／ペルー8名）

『ごはんdeコミュニケーション』につづく企画として、

次は異国の料理を、しかも夏は野外でバーベキュー（肉料

理）を、と言うことで『おに<deコミュニケーション』

を開催しだ。 3ヶ国の方皮に快諾していただき、日本を含

めて4ヶ国のバーベキュー ［シュハスコ（ブラジル）、ハ

ツの串焼き（ペルー）、焼鳥（日本）、バーベキュー（フィ

リピン）］ を一度に楽しめるワークショ ップが実現。

皆さん自国の料理を提供するとなると生き生きと輝い

ておられ、食べだ方からの「美昧しい」の言葉で、「自国

が認められた」と喜5¥、ようすがみられた。食後は自己紹介を兼ねたゲーム遊びで交流会を行い友好を深

めることができだ。初めて屋外で開催する企画だったので反省点は多閃あるが、一歩前進したことの経

験を活かし、今後も更にスケールアップした継続企画にしていきたい。

7 ：すいかdeコミュニケーション
開催日時： 2013年8月26日（月） 13:00~18 : 00 

開催場所：水口町 公益社団法人 甲賀・湖南人権センター（あすばる甲賀）

共催団体：あすばる甲賀

参加人数： 約50名

あるばる甲賀の主催事業の一部で「スイカ割り」を行う企画を実施。実際にスイカ割りに入

る前には、外国人住民の子ともさんの夏休みの宿題の支援を行ったり、竹細工を一緒に行った。

1 8名の子供たちを対象に行った宿題支援はボランティアの方が少なく、 中には水口の特産昂

かんぴょうを研究する中学生がいた為、一緒に学習する機会となり、漠字の読み取りのお手伝

いなと我勾にとっても良い機会に恵まれたと実感した。「すいかdeコミュニケーション」では、

あたかも「1寺」のごとく竹の棒を振り上げ、目隠しや3回転もなんのその、家族の声援も合っ
て見事にスイカをポカッと当てては大完成を上げて大はしゃきをしている姿に、『これも良い日

本文化なんだな一。』と再認識した。同でもない日常が外国

人の方閃にとっては驚きであり、知る喜びであり、一緒に出

来る事なんだと思ってもらえだ。約50名の参加者の内、外

国人住民が40名、日本人は職員さんとボランティアさんと

我閃スタッフとで 10名という構成だった。当日参加の子と

もさんには「名札」を体の前と後ろに付けたことで、名前で

呼び合えたり、いろんな国の言葉でカウントしたりも出来た

のが余計に親近感を持って貰うことができた。
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8:まつり deコミュニケーション

開催日時： 2013年9月29日（日） 10:00~16:00

開催場所：水口町水□中央公民館周辺

あやのわいわいフェスタ 2013（主催：綾野自治振

興会）に出店。水口町住民であるフラジル及びペルーの

方の作ったブラジルの定番お菓子のベイジーニョ

(Beijinho)とフリガディ□(Brigadeiro)のお菓子、
紫とうもろこしから作るマサモラ・モラーダ

(MAZAMORRA MORADA)と、フィリピンのドライ

マンゴーを販売！カシュジュースや紫とうもろこしのジュースもあわせて販売した。

綾野自治振興会のイベントを活かしてフラジル・ペルー・フィリピンのお菓子類を販売し：

会いの場を作ること、私たちが地元地域の皆さんともお出会いし交流することを目的とした（

意外にもマサモラ・モラーダが一番早く売り切れ、ドライ

ンコーやブラジルのお菓子も完売した。地元住民の方はも

ろん、市行政の方にも食して頂き、珍しい外国のお菓子を

しんで頂いた。外国のお菓子を販売していることで購入に：

てくれたことから、これまで出会うことのなかった外国人1

民の方にも出会い、新たな掘り起しはできた。良い出会いI

きっかけとなった。

9 ：からだdeコミュニケーション (2)

開催日時： 2013年10月29日（日） 10:00~16: 00 

開催場所：水口町 自主活動センターきすな

甲賀市国際交流協会主催のサロンの1つとして、 5月に
行った「からだdeコミュニケーション」の第2弾、『から
だで伝える！自然な交流！』を開催した。水口町に住むフ

ィリピン人の女性やペルー人の男性を始め、たまたまアメ

リカから滋賀票を訪れていたアーティストの女性や、国際

交流協会のスタッフや地域グループの方閃なと、約 20名

が参加した。

今回は国際交流協会のコーディネートということもあ

成安造形大学の島先京ー先生率いるジャズバンドの皆さ

とのコラボレーションが実現。生の演奏の中で自由にか

だを動かし、交わる、という賢沢な空間が生まれた。国

はもちろん、性別、年齢、立場なと関係なく、からだ1・
で交流する「からだdeコミュニケーション」は、今後鹿

deござれの主催事業として継続的におこなう仕組みづく

が必要である。

ー

I
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1旦一位笠圭deコミュニケーション
開催日時： 2013年11月23日（土） 11 : 00~15:30 

開催場所：水口町 古城山、水□中部コミュニテイセンター

水口町のジンボルの一つである古城山頂上（標高283m)までハイキング。自然と歴史に

触れながらゆるやかな交流を函ることを目的に開催した。3オ～60代までの参加者が集まりと

もに心地よい汗をかいて登り、頂上ではシートを広げ、昼食をとった。偶然頂上で出会った地

元グループの方から、水□岡山城（安土桃山時代）について勉強。昼食後に下山してからは中
部コミュニテイセンターで水口曳山祭・水口囃し（江戸時代）の情報収集を行った。交流会では安

土・桃山•江戸時代の各国年表で歴史交流を図る。

古城山までの途中、見事な紅葉を堪能し、少し

息をあげならも約40分をかけて頂上へ。古城山

の頂上では滋賀県の山城からの「のろしリレー」

の終了間近に出くわした。焼いものおすそわけを

頂き美昧しく食して、さらに水□岡山城について
説明して頂いた。中日新聞の記者と市行政の方も

合流してくださり、皆さんと交流しながら取材を

行ってくれた。下山後の交流会では、安土桃山時

代や、江戸時代の水口町について学び、さらに当

時のフラジル・ペルー・中国のようすについて学び合う場を設けた。

りヽ

ん

ら

籍

つ

深

り

OOOdeコミュニケーション

「ゆるやかにつながる」場・空間をつくること
人々が出会い、溶1十合う仕組計づくりをホこなうこと

くからだ、ごlさん、布にく、すいか、まつり、ホやま＞なと、
外国人の方にも親しがや古いネーミングで参加者の幅を広げ、
年齢•国籍なと間係なく、ココロが1呑くれる空間をつくります。

OOOde コミュニケーションでは、鹿深 de ごされ l e;)~ンバーが
参加者の緊張を1蓉くし、互いにかかわり合えるよう、
7ァシIJテーターとしての役割も担っています。
「風の人」と「土の人」が交さ91あい、展開していきます。
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4 メディア報道各種

外国人住民と ＿
帽庫邸gnし細嫌叡lllltillh屯翠n℃箪は外臥祀編F9芍ード沿
そで）、恥巧8瓜人がよで遭鯛書ELて只111¥nn'<;コカ‘六m匹．

l踪し^-
｀営されこし'~Ill.,交温の•は．互いの又化や言•

”匹i.::なっでい軍T.
漣訂墨込人浚“ネット ークセンターの人材冑虚●●の

―•としてmしている「ふeござれ ！J 9ぷロ ・tnlエリア
亀中心1こ毎月1a.甲賣市内に住む”0人住民と迅鴫伍艮と
のコミュニケーシ●ンの場詈つくる活●こしてい衷T.5月
「からだのコミュニケーションJ、 6月［ごほんdeコミュニ
クーションJ.7月fおにく⇔コミュニケーションJなど匂月
コミュニクーションツールを沖めて．縁々な疇の人が漏・）や
田糟を-llに.,しんでいます．費訳のある方はお気町こご遍
繕ください．

こういった活●1こ紗幻さnているJ
さんはほどもの呵にB本1こいて．ー裏
同国に鸞った．二皇目1ご来たIIIJ8事
璽ゼ忘れていて百灼したti．令は8拿
璽がでさるので因ることは“ししもう
すぐ日本噴1紐を受ける予了」と鯰
し睾,.

〒竺ーl
甲賀市広報誌‘‘あいこうか”(H25.9.1号掲載） 中日新聞・滋賀中日版(H25.11.26掲載）

～甲賀市の第三セクター（株）あいコムこうかのひかりケーブルテレビで放映！ ～ 

『OOOdeコミュニケーション』がなんと3度も取材・放映されました！

おにく (7月19日～）、すいか (9月6日～）、まつり (10月2日～）

“おに<de"の回では、おうみ未来塾についても紹介されました！
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5.まとめ・今後の活動に向けて

畔ぎた居場所の必要性

OOOdeコミュニケーションの開催を重ねる中で、参加者から
「とこに行けば、あなたたちに会えるのですか？」という声かけを多くもらうようになった。

WSの定期開催だけでなく、いつでも気軽に立ち寄れる場所が望まれている。

⇒「居揚所」を立ち上げ、運営します。
----------------

2014年度甲賀市市民協働事業提案制度に申請しました。

一甲賀市との協働で目指す活動の深化一

: 9月13日：申請書類提出

＇ 
! 10月17日 第 1次審査
I 11月7日 第 1次審査通過通知 ． I 

: 11月16日：第 2次審査（公開プレゼンテーション） ： 

〔1〕本当に出会わなければならない人閃との出会い

まだまだ私たちの活動では、本当に出会わなければいけない人がたくさんいるはす。

この活動を必要としている人勾の元へ届く仕組みづくりに取り組みます。

〔2〕地域住民の巻き込み

新たな「居揚所」を中心に地域に溶け込み、自然な交流の中で課題を発見。

地域で活動する各主体とも情報を共有し、課題解決へ向けだ連携を園ります。
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鹿深deごされIc;,これからの目禰

『自国に誇りを、互いに尊重を』

主体的な活動を通じて自国の伝統・文化に誇りをもち、

地域の中で互いに尊重し合える風土を見出すこと

『助け合いが自然と生まれる関係づくり』

伺か困ったときや、災害のときなと、もしもの時に、

自然と助け合える孤立しないお互いさまの関係を築くこと

『魅力ある「鹿深」を市内外にPR』

自然な異文化交流が互いの暮らしを豊かにすることを示しながら、

歴史ある「鹿深」のまちを市内外に PRすること
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おうみのふるさと物語
プロジェクト

地元に眠る郷土物語をよみがえらせるプロジェクt

石
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おうみのふるさと物語プロジェクト 成果報告会：：［

滋賀県（近江）には、各地に 「ふるさと物語」 （民話・伝

承・伝説・神話・わらべ唄・しごと唄•まつり唄）が語り継が
れてきました。こうした物語は、土地が醸し出す風土や人の営

みを描いており、語り継ぐことで磨かれてきたのです。

私たちはまず、個性ある地

域の魅力が詰まった 「ふるさ

と物語」を発掘・編集・普及

します。そして、この活動を

通して、地域の個性を反映し、

地域愛を育み未来につながる

まちづくりを応援します。そ

の結果、心豊かな社会を目指

します。

しかし、多くの「ふるさと物語」は、今の私たちには語り継

がれることなく、古老の記憶や図書館に眠ったままになってい

ます。その結果、祖先から語り継がれてきた地域の魅力を知る

人は少なく、地域の個性を感じさせない近代化したまちづくり

が増えてきました。

く目的の変化＞
/15 

性ある地域の

物語で、
域の個性を反

来につながるi

かしいと感じている

心豊かな社会 1物語は心豊かな社会を育むと気付く

くふるさと物語の捉え方の変化＞

里唄（地域情報を活用）
洲川で対岸と歌合戦した歴史のため、歌が発達し、物語の要素がある。

が上がり、里唄にした

一

なお、安土でのふるさと物語の公演

の要請を受けて、安土のふるさと物語

活動として、楽市楽座館で語り部の会

を2回開催しました。地域外の公演も

経験して、おうみのふるさと物語プロ

ジェクト活動は、滋賀県全域に広がる

可能性を感じました。

わたしたちは、野洲I川下流域周辺で主に活動をしま
した。具体的には、旧野｝州川の北流と南流の間にある

「守山市中州学区」とその周辺地域です。

「野洲I川でんくうの会」
平成19年4月21日に発足。野洲I川の魅力について
学習し広報するため、勉強会、野州川下り、環境学

習会などの活動をされています。

野洲I川の地元団体として、わたしたちの活動に対
して親身にアドバイスを頂き、旧中主町の民話資料

の提供や、 8月の語り部の会などで、協力をしていた

だいています。

この他にも、多くの個人・団体の協力により活動

を行ってきました。この場を借りて、皆様に感謝申

し上げます。
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゜おうみのふるさと物語プロジェクト 成果報告会：：〔／

|3．おラみのふるさと物語プロジェクト姻印即可

土地の風土に合った

愛があるまちづくり

▽―半・等
などで、ふるさと物語 わせ、今の私達が

の普及を図ります。 楽しめるふるさと

物語に編集します。

⑤ふるさと物語活動を楽しむ仲間の輪を広げる

⑤おうみのふるさと物語プロジェクト活動を、

楽しむ人の輪を広げます。
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おうみのふるさと物語プロジェクト 成果報告会：］ロ

ー ！調査物語数：野洲I川下流域周辺39話滋賀県全体約800話―

物語を調査し、現地を訪れて調査活動を行いました。語り部の会で発表した4話を紹介します。

＜河童太郎（がわたろう）物語＞ ＜おツブさん＞
子どもたちを困らせた河童を、西念寺の僧侶が 1721年の洪水で、タニシの付いたおみこしが、
説教した。野｝州市吉川に伝わる説話です。野洲I川 守山市笠原にある捌江神社の御祭神の前に止ま
でんくうの会様に教わりました。 り、流出を免れたお話です。

写真は西念寺の本堂です。西念寺を訪問し、僧

侶より物語について教えて頂きました。

くお満燈籠＞
八紘山と結ばれるため、夜の琵琶湖をたらい

舟で100日連続で渡るお満。守山市今浜に伝わる
切ない恋の物語です。

蕊

笈
ー

写真は、琵琶湖大橋料金所の隣にあるお満さ

んを偲ぶ燈籠です。多くの人が知っている場所

の隣に物語の碑があるのに、今まで気付かな

かったことに驚きました。

写真はおツブさんを飼っていた池の跡です。

神社のお賽銭の管理者から、現在でもタニシを

食べない風習が残っていると聞きました。

くゆうれいつぼ＞
坂本まで送ったお礼に、幽霊の女性からも

らった壺。守山市赤野井の徳有さんの不思議な

体験の物語です。

写真は、舟を岸に繋いでいた時に幽霊が現れ

た小津袋という内湖です。現在も舟が岸に繋が

れており、落ち着いた場所でした。

く調査活動回数＞

フィールドワーク調査 ：全体で6回、各個人で10回、計16回実施しました。
図書館・博物館の文献調査：全体で2回、各個人で65回、計50回実施しました。

地元の方への聴き取り調査：全体で 3回、各個人で7回、計10回実施しました。
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゜おうみのふるさと物語プロジェクト 成果報告会：：［
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③語り部の会を開催し、紙芝

居や現地写真をプロジェク

ターで投影しました。物語を

語り、現地紹介をして、地域

の魅力を感じて頂きました。

動画はYouTubeで公開済み。

く編集方法の変化＞

③おうみのふるさと物語プロ

ジェクトのホームページに物語

を掲載しました。

ホームページ上では、滋賀県の

物語を紹介しています。

②物語の舞台となっている現it

フィールドワークを行いましカ

写真は「おツブさん」の舞台て

る捌江神社です。

現地の資料を収集し、まちて

りにつなげるため、物語紹介（；

地情報を追加しました。
(12/15 

ークの写真や過去の写真 1TB地 9こ、地域の個性があり、現地の写真が最も物語の世界を表現してし＇
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6．里唄（昔のわらベラた・しごと唄など）の活動経過
゜おうみのふるさと物語プロジェクト 成果報告会：：［

④⇒①近江八幡市安土町の楽市楽座館の公
演要請に応えるため、安土の里唄を発掘し

ました。
さらに、近江八幡市の白鳥川、栗東市、

湖南市石部、米原市柏原（限定公開）の方々

の要請を受けて、里唄を発掘しました。

＜ 
5野
予洲

：て

①絶版となった 「滋賀

県の民謡」のCDなどの
資料を図書館書庫か

ら入手しました。

き、

勺の

よい

-
'

奎

ヘ

.

,

h
p1
 

一°
？あ

づく

こ現

二

①写真資料を持つ藤村和夫

さんに著作権料を支払って、

昔の野｝州川の写真の掲載許

可を得ました。

②発掘した里唄を、自ら

歌って録音して音声編集

しました。現地写真など

を映像に用いてフォト

ムービーを作成しました。

門四門詞臼｀｀こミニ心 二言：約2時間／曲

こ塁：：言：こ悶言言。塁里』}1塁贔：貝言。l言；芯
匂り『i肛 稿し、アクセスした方々から

計1238回再生されました。

＜里唄の編集方法＞
里唄をYouTubeで動画公開するため、音声処理・フォトムービー化（歌詞テロップ付き）を行い、

地域写真を追加しまl，た。地域の写真・図を挿入することで、里唄の世界を表現しました。

るl音声テー写：：：：＇皇言言履三i；;-̀ 0: 
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a 
゜おうみのふるさと物語プロジェクト成果報告会ロ

語り部の会は、当初は古老が語ることを想定していました。しかし、ふるさと物語を知らず語れな

い古老が多く、地域の魅力の詰まったふるさと物語を自ら語りたくなり、私達が語りの中心となり巨

した。また、語り部の会がきっかけとなって活動が発展しました。

私達は、野洲I川下流域の調査結果を発表する語り部の会を 8月と11月の2回開催しました。さら（；
シガモリ (7-2参9月）の要請をきっかけに、安土にある楽市楽座誼で10~ と12~ に発表しました．

7-1．語り部の会：野洲川物語～昔と今～1

2013年8月18日に、野州市の野洲I川田園空間セン
ターで、 「野洲'|川と共に生きてきた三人に聞く野洲

川物語～昔と今～」を開催しました。 30名の参加者
と、野洲川物語を楽しみました。

・でんくうの会の話が良かった：66%

参・里唄が良かった：40%
加・物語が良かった：33%
者・今回は下流のみだったが、中流・上流へと
展開して欲しい：33%

芦•まち歩きがあると良い20%
・問題点を指摘した人：0％

麟：晨喜
・アンケート ：15 

・皆さんが好評で良かった。
私・里唄は、歌詞の表示があり、生活に密着し
達た内容で良かった。
の・話を聴くだけでなく、参加者と交流する時惜

気が欲しい。
付・開演後に受付に人がおらず、遅れた人へ0
ぎ案内が不十分だった。
・ふるさと物語をもっと分析し、地元の現在の
を追加したい

い竹次郎さん

― 「地域社会に貢献し、地元を盛り上げていけたらな。」とい
う思いで、二十代の若者が中心となって現在安土で活動してい

るシガモリの要請を受けて、 2013年10月27日に、近江八幡市
安土町の楽市楽座館で語り部の会を開催しました。地元などの

若者や古老を含む15名が参加し、安土町楽市楽座館より12月の
楽市楽座館6周年記念祭に招待頂きました。

安土の物語：苔穴大
物語3話 1明神、蛇石、信長と

物語1話

里唄6曲

おツブ

戸り
の子守
みの

子守

地元ののー ムたちの気付き

90歳位の人なら里唄を知っていると思安土の物語は、 3回の練習では り

う。私の知る歌と歌詞が違うが、訂正 ず、棒読みになった。十分な練習が必

せずに、地元の高齢者が集う楽市楽 要である。

座館の6周年記念公演で発表し、意見安土の里唄は、短期間に地元の唄を

を伺ったら、会話が広がるきっかけに発掘したのは良かったが、歌詞が違う
なってい公演は素H主らしかった 意が出たのは反‘点でる
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おうみのふるさと物語プロジェクト 成果報告会：：［

l lI  -

2013年11月17日に、 「ふるさと物語（語り部の
会）～野洲I川下流域周辺の物語～」を実施しました。
守山市の中山道街道文化交流館は、趣のある古民家

で、物語・里唄・昔遊びと雰囲気が合っていました。

14名の参加者と、ふるさと物語と昔遊びを楽しみま

物語3話
河童太郎（がわたろう）物語、ゆうれい

つぼ、お満燈籠
杭打ち歌、稲の水替え歌、竹馬よい

里唄10曲
ち、蛍来い竹次郎さん、新庄来い、正

月になったれば、亥の子の餅は、大波
小波、ひいふのなにわら、臼すり歌

昔遊び6種
けん玉、だるま落とし、お手玉、おはじ

き、折り紙、コマ回し

物語の発表。 里唄 「臼すり歌」を踊りました。

言己喜言疇言三：、ててきき：
へ

••l 

―
―
―
―
 

昔遊びを楽しみました。

2013年12月8日に、楽市楽座館6周
年感謝祭があり、安土のふるさと物語

の公演を招待して頂きました。約70名
の地元の皆さんの前で、巳年の最後に、

安土に伝わる蛇の物語を三話、安土小

学校区の下豊浦・中屋と会場のある常

楽寺の里唄七曲を披露しました。

安土の里唄は、地元の皆さんと一緒

に、はじめて合唱を楽しむことができ、

近隣地域で採集したものと同じ曲が歌

われていたことがわかりました。

「珍しく、なかなか聞けるものでない

からよかった。 」 「少しだけ歌などを

覚えており懐かしくなった。 」との意
見を頂きました。

戸 3話目盆：？嘉販戸ご禁菜如の歌、ゆすり遊び歌、やけどのまじないの歌、中
里唄7曲 屋の子守唄、常楽寺の子守唄、粉すり歌
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おうみのふるさと物語プロジェクト成

8．インターネットによる情報発信I
ふるさと物語を皆様に知って頂くため、当初はホームページによる情報公開のみを考えていまし1
実際には、 YouTube動画公開にアクセスがあり、facebookの即時性は新規顧客獲得に有効でした。

図を入れたフォトムービー1ふるさと物語は語られることに価値があり、動画が有効。地域写真とふるさ
You Tubeに公

・ブログ・ツィッ

（ぉうみのふるさと物語］ビ:5]二:：□竺ぶ亨ばご［acドe：こ叫言ご塁‘:99;
を検索できます。

<YouTube> 
YouTubeは、無料で動画を保存•発信で

きる無料の動画サイトです。

おうみのふるさと物語は、語られること

に価値があり、静止画や文章による表現で

は限界があります。また、単にふるさと物

語を紹介するだけでなく、ふるさとの関連

情報 （現地の景色や場所、過去の風習な

ど）も紹介しました。

このため、おうみのふるさと物語を実際

に録画し、動画を公開しています。

また、動画のアクセス数を比較することで、

各動画の人気度を知ることができ、 1341件

のアクセスがありました。動画の人気ラン

キングを下表に示します。

<facebook・ブログ・ツィッ
ター＞
これらは、インターネット上で双方向のコミュ

ニケーションをする手段です。

活動の最新状況を素早く伝え、読んだ人から¢

反応を素早く知って活動に反映するため、読者0:.

多い3つの手段を活用しています。また、語り音I
の会を広報したところ、これらの手段で知った人

から、 8月で5名、 11月で3名の参加者を得て、泥
動を広めるきっかけになりました。

くホームページ＞
おうみのふるさと物語の活動に関する情報や、

物語データベースなどを公開しています。

具体的には、以下の情報を掲載しています。

・滋賀県に伝わる物語をエリア毎に掲載

（あらすじ・場所・出典）

•野｝州川下流域周辺のふるさと物語を掲載

・ふるさと物語・語り部の会の開催清報を掲重

・滋賀県内で語り部活動する人や団体を紹介

・動画でふるさと物語を掲載

なお、動画については、無料でデータ保存可能た

動画サイトであるYouTubeで保存し、ホームペ—
ジから関連する動画をアクセスできるように設月

しています。

ホームページを茫んだ方の一 私たちの気付き

地域と人をつなげる活動は素晴ホームページの管理•更
らしいと感じました。是非、草津 新や物語のキーワード検
でもご活動が広がれば幸いで 索化に手が回らず、課題
す。ありがと―ございました。 が多い。
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一
゜おうみのふるさと物語プロジェクト 成果報告会：〕ロ

`-0 

二

＿

叱

＿

＿

rノ

おうみのふるさと物語では、野州川下流域を主な活動フィールドと設定し、

野洲I川でんくうの会様の協力を得て、物語39話と里唄25曲を発掘しました。
発掘した物語から4話を語り部の会で発表し、ホームページに物語のあらすじ

を公開し、動画をYouTubeで公開しました。
発掘した里唄25曲をYouTubeで公開し、 11曲を語り部の会で発表しました。

おうみのふるさと物語活動は、地元の方々を始め、様々な方々に関心を持っ

て頂いています。さらに、安土では、要請を受けて2回公演することができま

した。更に他の地域でも、語り部の会や物語調査の実施要請を受けており、今

後とも活動を続ける予定です。

ヽ
ノ
、

~
7

‘

J 月讐霊言喜員`｀と物語プロジェクトのホームページ開設

utubeページ等も開設
動地域を、野洲川中洲地域に決定

川下流地域の里唄を物語活動に追加する

756日言喜言言言豆喜戸
来年に活動予定の長浜市ヘフィールドワークを行った。

7月28日 1長浜市曳山博物館で地元の物語を紙芝居化している

「すずめの学校」の紙芝居を見学して交流を深める。
8月16日咽り部の会を野洲川田園空間博物館で開催

9月13日 語り部の会の会場を決定し、内容を私たちの民話里唄の発表と、
昔遊びの 践とし、子どもを主な対象とすることに決定する。

10月20日吾五加の会で民号を発 するためフィールドワークを 施

10月27日シガモリの要請で、楽市楽座館で
11 17日号五むの会を 山道街道文化交流

12月8日 楽市楽座館の6周年記念イベントで、

12月15日おうみ未来塾の成

u
 

4月～

4且7日

5月～

位

、
＋
＿

I
E

里駐狙駐区＆：9）における計画内索

語り部の会（夏休み7・8月）に1回

ホームページを立ち上げ、情報提供（9-11月）

成果報告会(12/15)までの
野洲川下流域で語り部の会(8月・11月）

安土の楽市楽座館で物語・里唄紹介(10月・12月）
ホームページ作成(4月）YouTube、facebook、
twitter、blo
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゜おうみのふるさと物語プロジェクト 成果報告会：：［

一私達は今後も、①物語の発掘→②物語の編集→③物語の普及を行い、多くの人に④物語による恩
恵を受けて、物語の発掘作業を加速させるサイクルを回します。

さらに、⑤ふるさと物語活動を楽しむ仲間の輪を広げます。

土地の風土に合った

愛があるまちづくり
ら
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④ふるさと物語をもとに商品・サービスを開発：

ふるさと物語の地域コンテンツ（地域資源）を

活かした地域事業（観光•特産品など）の企画

プロデュースを行い、地域の事業者や行政と、

商品・サービス開発を行います。

③ふるさと物語を題材とした旅行

ふるさと物語の現地を訪れて楽しむ自

転車ツアー等を企画します。

③語り部の会の開催

高齢者や子ども達を対象とした語り部の会を開催

し、皆様とふるさと物語を楽しみます。このため、

既存の語り部の会とも協力します。

②物語の再話化

方言のイントネーションを古老の話ガ

認し、物語の語りに活かします。

誰でも語って楽しめるようにするた枕

現を工夫し、地域情報を追加します。

子ども達も気軽に楽しめるよう、物語

ジタルコンテンツ化します。

⑤ふるさと物語活動を楽しむ仲間の輪を広げる

・ふるさと物語を楽しむグループづくりを支援します。

・ふるさと物語コーディネーターの育成プログラムを作成します。

・ふるさと物語活用推進協議会を設立します。

ふるさと物語活動を滋賀県⇒全国に広げるため、既存の団体などと協議会を立ち上げます。
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おうみのふるさと物語プロジェクト

-
成果報告会：

私達の活動の課題として、 1地域への浸透、ふるさと物語データベース構築・活用、 3まちづくり

への寄与があります。課題を解決した将来像のイメージを漫画でお楽しみ下さい。

：口［翫`孤攣rど芸芸雷雲にしていく）
データベース
構築・活用

唸）普及 げータヘー入(I)官埋・改苦
へ広める（

像

光・サイクリング・ウォーキング

の
る

中

域

す

であ

iの
lのふ
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）るI」I
）絵な

l連付

ヽ

、
卜
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め
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らヽ碍

）、表

iをチ

認

釜

3まちづくり
への寄与

④語り継がれるふるさと物語

ふるさと物語が、地元に住む皆様に語り継が

れ、皆が知っていて、自慢し合えます。また、

ふるさと物語が、映画の題材や土産物の宣伝等、

まちづくりに役立っています。

⑬ふるさと物語のデジタルコンテンツ

Rふるさと物語のデータベースの活用

す
べ
て
の
ま
ち
の
物
語
の
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が
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か
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で
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、
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C
M
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流
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て
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わ
〇

ふるさと物語を誰でも語って歌って楽しめるよ

うにするため、まずはデータベースを構築します。

さらに、ふるさと物語を楽しむ仲間の輪を広げ、

データベースを活用できる状態にします。

◎物語による観光促進

ふ
る
さ
と
の

ニ
ノ
マ
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伝
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界
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ふるさと物語を手軽に楽しめるデジタルコン

テンツを開発し、ふるさと情報と関連づけます。

この結果、ふるさと物語を楽しむ人が増えてい

き、現地を訪れてもらって楽しめます。

ふるさと物語がきっかけとなり、外部の人が訪

問して楽しんでいます。土地の風土を楽しめる個

性的なまちづくりを応援しています。
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古ゞ屋

r 古ゞ屋グループが者えるミッション ］ 
●地域の中でおきさり・古民家（空き家なと）

・遊休施設

（公民館、合併なとで使われなくなった施設なと）

・廃校

●取壊しなとでなくなる想い出

●防犯上の危険性

●獣害被害

｀甘尋1 ’”潤冨瓢憫疇•
新だな住民のコミュニティの場所へ

●人が集うことにより防犯の強化へ

●収益事業として地域へ還元

ますは拠点探しへと出発！

（ 古ゞ屋グループ物件探しに出発！ ］ 
①活動地域の決定

活動地域は米原市に！
■理由・・・メンバーに湖北地域在住者が多く、日頃の地域観察により、何か匂うものを感じ取った！

②候補地の探索と結果 ～‘‘活動拠点’'と‘‘活動内容”~

1)米原市村居田

地域の有志が手作りで作った公園内にある移築されだ古民家を、グループの活動拠点としてお｛昔り

できないか交渉。広大な敷地の草刈りなともお手伝いし、快諾をいただきました。

ここまで至るお話匂各 （むじな） 会の会長に伺う
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古ゞ屋

2)疇市春照・イ那欠
何力所力建物候補があったも、コネクションが得られず、今回は見送ることとなったが、今後入［

込めたら、と期待の出来る地或であった。

3)そして、柏原へ
柏原宿の整備された宿場町の景観に圧倒され

るも、メンバー全員「もしこのすばらしい古
民家が借りられたら・．．．」と期待に胸ふ

くらますが・・・

この時点で私たちは、

「柏原区で受け入れられるのか」

「ここで何が出来るのか」

「本当にここでいいのか」

など、心にたくさんの不安を抱えていました。

~ 

区長さんにグループ活動の説明と想いを伝える

そして、区長さんより一言・・・

「i胆或に入るには中途半端な覚悟では困ります」

緊張と覚I吾秒斜窃干が・・・

しかし、梱原区の方々だけに限らず、たくさんの方々とお話をしていく過程で、地区にある問題点

や住民の想いなど、気さくにお話していただき、私たちの活動が、求められ、やりがいのある活動

だと実惑しました。

そして・・・・・： 柏原学区地域活性化懇話会へ J 
柏原地区 7学区が、学区の活性化を図るために主催す

る懇話会でプレゼンする機会を谷村区長さんよりいた

だき、私たちのミッションと想いをお話しさせていた

だきました。
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プレゼンの後は、私たちの活動に興昧のある方閃と

，ディスカッション。

i貴重なご意見をいただいだり、応援のお言葉を頂い

だり。

この懇話会を期に、柏原区を主とした活動をしていくことをグループ内で確認し、具体的にとのよ

うな活動していくか話し合う・・・・

「柏原学区で毎年7月の終わり頃に行われている地域のお祭り「やいと祭り」に参加できないか？」

最悪、古民家をお｛昔り出来なくても、やいと祭りに参加して、地域の方の認知度を上げていきた

ぃ。それから徐閃に…という思いもあり、区長さんに「やいと祭り」実行委員の方とコンタクトを

とっていただき、お話させていただきました。

彎星］
やいと祭りに参加するのに OKをいた

だきました！

しかも、

古民家を｛昔りるのには資金が必要。「やい

と祭りで資金を稼いだらいいよ。」とまで

言っていただけた。

柏原宿のまちの動き・・・

平成5年 (1993年）
•柏原宿整備調査委員会結成（柏原学区史跡保存会）松浦邸宅を保存活用して歴

史資料館としてまちづくりに活かす目的で結成された
平成8年 (1996年）
•第 1 回 柏原宿やいと祭まちおこ区D起爆剤として第一歩を踏み出す
平成9年 (1997年）
・（財）日本ナショナルトラスト柏原宿まちなみ調査柏原宿の保全・整備・活用の

提言を受ける

平成10年(1998年）
・柏原宿歴史館オープンまちづくりの拠点として完成登録文化財に指定される

平成15年 (2003年）
街なみ環境整備事業（国土交通省の補助事業）スタート

平成16年 (2004年）
街なみ環境整備事業街なみ環境整備方針の策定街づくり協定の締結 (11月）
°柏原生涯学習センター修景 0中山道修景舗装 0個人住宅の修景

。松並木道標整備 叶日柏原銀行修景整備(2009年2月完成）
平成20年 (2008年）
街なみ環境整備事業完了

平成21年 (2009年）
街なみ環境整備事業継続
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（ 古民家候補 ： 
谷村区長さんより、紹介いただいた古民家候補は

奈良限にお住まいの谷□さんが1年に
3~4回掃除やお墓参りに来ている。

15年間空き家になっている。

谷柑区長さん（の命力添えで第1!候舗0
古岳忌家を命借り出来ることになりました11
（ 古民家の掃除 J 

やいと祭りの日をオープンにしようと決定して、鵬犬引渡しでお1昔りした古民家を6月下旬から荷物の整理、掃

除に取り掛かる。費用を抑えるため、メンバーが出来る範囲で携わった。

1階は比較的きれいにしておられたので、荷物の整理と建具⑪彦理、台所のガス配管なと。

2階部分はたくさんの荷物があり整理、ごみの分別と暑い最中の作業はなかなか大変な作業だった。

掃除
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掃除の様子

発見！

拭き掃除でお客

とりあえす••なんとかやいと祭りに合わせて『古ゞ屋柏原西町』としてオープンにこきつけだ。

2階部分はまだまだ整理が必要、裏のはなれと中庭は手付かすです。

： ゃいと祭り ］ 
やいと祭りに向けて

7月中旬から土日を中心に柏原区のやいと祭りの準備も

始まった。中間報告会での北村塾長の「準備の段階から

参加協力して地域に入ったほうがいい。」というアドバ

イスの元、実行委員会のみなさんに相談させてもらった

ところ、実行委員会には「大歓迎！」していだだいだ。
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ゃいと祭り当B

他グループから
もたくさん躙援
にかけつけてく

れました

朝からテント建
てもお手伝い

ということで、7月13EI 8時半から

1 1時半まで、やいと祭実行委員会の

方閃と一緒に灯篭つくりのお手伝いを

しましだ。ペットボトル400個分。

祭りの実行委員
長さんだちが
打ち上げに来て

くれました！

長阪、 l」淋が手伝

っていたのはこの
小さな灯篭たち

（ 古民家活用事業 ］ 
古民家活II
9/1 6（月 ・ネ兄 『癒い乃サウンド～クリスタルボウル・ヒーリング＆リラックスヨガ～』

9/21（土） 『第3回古民家語ろう会』 『第2回 コミ活ミーティング』

75 



古ゞ屋

9/22（日）

9/25（木）

9/29（日）

『対談一変わらぬもの木村治X佐伯剛一』

『佐藤陽平講演古民家だからできるふるさと教育と地域づくり』

『古ゞ屋でヨガ＋おしやべりタイム』

1 0/1 1（金） 『岡田健太郎コンサート』

1 0/1 3（日） 『10/13（日）柏原区民運動会にたこ焼き＆焼きそば屋さんを出店』
ー・•-10/13（日）・14（月・ネ兄 『葉広の絵葉書創り』

1 0/1 9（土） 『第4回古民家語ろう会』

『第3回 コミ活ミーティング』

『JR東海さわやかウォーキング』

六古ゞ屋グループとしてスタンプや店頭販売

1 0/25（金） 『古民家でヨガ』

1 0/26（土） 『安らぎのひと時・中国茶講座』

1 0/27（日） 『柏原街道案内』

11 /4（月・振休） ワンディシェフ 『にしゃんの浪漫亭』

『癒しのサウンド～クリスタルボウル・ヒーリング＆リラックスヨガ～』

1 1 /9（土） 『第2回水彩で絵葉書づくり』

11/16（土） 『古民家講座』

『第4回 コミ活ミーティング＆交流会』

1 1 /1 7（日） 『古民家でヨガ』

ワンディカフェ 『ほっこり』

『田舎暮らしフェスタ』に参加

1 1 /1 8（月） ワンディシェフ 『にしゃんの浪漫亭』

1 1 /1 9（火） 渡部建具主催 『IKTT森本喜久雄報告会2013』

11 /30（土） 『柏原宿朝市』

1 2/1（日） ルッチまちづくりネット『地域の縁側ツーリズム』

に一つのブースとして参加

1 2/4（水） インターネットテレビ STUDIOこほく生放送に会場提供＆出演

Q
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古ゞ屋

（ まいばら協働事業 ］ 
古民家を維持、活用していくには、資金も必要。

そんな時、柏原学区活性化懇話会に来ておられた米原市職員の方から、「まいばら協働事業提案」のプ

レゼンに出てみないか！と、お話をいただきました。

8/21（水）市役所山束庁舎にて、政策調整課、山東自治振興

課と協働事業の打ち合わせ。岡田、長阪、小林が出席。

自治振興課には柏原在住の方もおられ、大変期待を持っておら

れました。 3年後に我閃だけで運営ができる道筋をもう少し示

すこと。

補助金以外の収入を収支予定書に盛り込むことなと、アドバイ

スを頂き、プレゼン資料を修正。

10/4（金）まいばら市協働事業プレゼンに参加。

まいばらt醐鯛環提案

◆事業の目標

「まいばら協働事業提案制度」とは

米原市では市民の持つアイデアやノ

ウハウを公共的課題の解決に生か

し、より市民ニーズにあった公共サ

ービスを即共するとともに、市民と

市か互いの特性を生かして協力し合

いながら、公共的課題に取り組むこ

とで協働についての理解を深めるな

と、協働のまちづくりを推進するた

めの取組。

初年度：活動拠点、ならびに活用モデルとして柏原西町の民家一棟を整備、コミュニティ

ースペース等と以璽営。並行して地区の空き家の現状調査。

2年目以降：活動拠点の古民家において、コミュニティースペース等としての機能を向上

させ、さらなる運営の充実を函る。並行して他の古民家物件の活用を提案、実施、

サポートしていく。

将来的に：同様の問題を抱える他の地域への波及、展開を模索する。

◆事業の概要

施設の補修、改修等を行い、コミュニティースペースとして整備していく。ただし全ての整

備を完了してから施設の運営をスタートするのではなく、改修自体も見せながら、利用でき

る部分から順次使用していく。

改修には出来る限りワークショップの形式を取り、住民や興昧のある人の参加型で行う。

コミュニティースペースとしての活用は

・カフェ ・販売スペース ・貸館 ・自主事業としての講座 ・宿泊施設
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メティア報道
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［ まとめと今後の活動 J 
活動の成果

1) 古民家の持ち主（谷□さん）のご厚意により、家賃は無料・光熱水料費のみでお1昔りすること
が出来、当初の到達目標である「古民家1物件を活用」を達成。
今後は事業化して赤字の出ない経営を目指す。

2) 「古民家にきてみんか新聞」を配布したことにより柏原区内の知名度が少しすつではあるが上

がってきている。

メディアなとにとり取り上げてもらうことにより市外・還くは県外からでも来ていただけるよ

うになった。

今後はまいばら協働事業に採択されたので米原市内の広報も利用しながら市内に知名度を

広げて水平展開になるよう努力したい。

3) グループ外のメンバーとして「古ゞ屋倶楽部」を立ち上げ、メンバーを募り、イベントや行事

が地域の方の自主的な古民家活用になりつつある。

（古ゞ屋で主体的に活動する方が、地域から出てきだ

→澱雖建具店の「間」、田中さんのカフェ、 etc…)

・地域の皆さんの、私たちの活動を知って頂けた。

・地域のリーダーの皆さんとの信頼関係ができた。

•他のまちづくり団体との交流が生まれた。

・地域に新たなコミュニケーションが生まれた。

今後の課題と展望
1) 調査••古民家、遊休施設の空き家状況の詳細な調査は未着手

→先すは柏原地域の現状調査を

2) 拠点整備 • • •2 階部分、離れ、庭、 トイレ等は未整備

→まいばら協働事業を活用して整備を目指す

3) 事業化…採算性のある事業をいかに展開するか

→宿泊をともなう活用を目指す

4) マンパワー••仕事や家庭との両立を圏りながらの活動
→早期に事業化を函るとともに、

新たなメンバーの加入を模索するその他の目標

→地域の方に利用する側のリーダーになっていただく。

地域とともに行諒と；（~もにメシンバーカを合わせて歩甜ま或

く今後の古ゞ 屋柏原画町にこ期待ください◎
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（ 地域でお世話になった方閃 J 

柏原区区長谷村啓吉さん 皇
古ゞ屋のみなさんとの出会いが柏原学区の7自治会共同で取り組む活性化懇話会発足のご

く初期だったことは、両者にとってとても幸せなことでした。ふる里の異なる者どうしが

互いの思いをより合わせながら、初期段階を少しずつ具体的な形をまとめ上げていく経験

ができたからです。時を同じくして環境と福祉の問題意識に燃える地域出身の若者夫婦が

活動の場を得ていきいきと活動しだしたのも偶然のことではなかったようです。

今後は、活動拠点として選んだ地域が持つ独自の気候風土や歴史の流れの中で培われてき

た文化や暮らしにどれだけ寄り添った活動ができるかが課題だと思います。技術や知識は

伝達できても価値観は伝達不可能であり、善を根拠とする行為は価値の押しつけに終わり

ます。互いに謙虚さを大切にしたいものです。

渡部建具店渡部秀夫さん

私たちは、 「間」と称した人が集って対話する場作りを行っています。その会場として

古ゞ屋さんを利用させてもらっています。私たちは対話するにあたっても、その場の持

つ雰囲気や環境を重視しています。古ゞ屋さんに来て下さった参加者の皆さんが口々に

「なんか落ち着く、いいわ」と言って下さり、会話が弾む場所を作ってくださって感謝

しています。そもそもここは空き家で、このまま何もしなければ朽ちていくだけのもの

だったのが、そこを甦らせて、そこにある物事の視点はこれからの地域の自立において

もとても大切だと思う。地域にあるものを見つめなおして活かしていく、その視点、学

ばせて頂きました。おんぶにだっこではなく、私たちも頑張ろうという刺激を与えても

らっています。ありがとうございます。

ルッチまぢづくりネット谷口嘉之さん
------」 皿-―̀  ‘マ可

柏原の町に上手く馴染まれていると思った。特色、特技を持っている人が古ゞ屋を活用

し、それに参加された方が、今度は自分もやりたいな、と活用され、活動の広がり・可

能性を感じている。今後ともがんばってください。

その他、ご協力いただいた方々

田中博子さん（古ゞ屋倶楽部ワンデーカフェ）

渡部優さん（古ゞ屋倶楽部渡部建具店）

横川康文さん（柏原やいと祭り実行委員長）

堀内博さん（村居田絡会）

80 

西村康宏さん（古ゞ屋倶楽部ワンデーシェフ）

北川美穂さん（古ゞ屋倶楽部漆器講座）

島田廣巳さん（柏原やいと祭り実行委員）
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【メンバー】

大橋久幸

大山真

大工信隆

土井崇史

ee,.s 
はちみ～つ

（近江八幡市）

（近江八幡市）

（彦根市）

（愛荘町）

中島みちる （近江八幡市）

藤井由美子 （近江八幡市）

松岡沙織 （守山市）

山田英二 （大津市）

ブログ 8meetsはちみ～つ 回回

http://8meets.wordpress.com／閾蒻
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【活動テーマ】

北之庄の魅力（地域資源）を活かして

人と人、人と地域をつなぐ

活動フィールド：近江八幡市北之庄

北之庄の地域資源を、北之庄のみなさんと共に見つめ直し、人と人、人と地域を『食と農』をキーワ

ードにつなぐ。そして伝統野菜である「北之庄菜（きたのしょうな）」を通じ、いかに地域の魅力を外

に発信できるかを考え、地域の食文化・豊かな自然環境と景観を継承できるしくみを構築していく。

冦
百菓劇湯

北之庄
編の会
旧デ→］

北之庄
沢を守る会

地域の食と農を

体験する

］竺竺] ロ

北之庄菜を通じ

地誡の食文化・豊かな

自然環境と景観を継承

できるしくみを構築

北之庄菜食の歳時記

ヽ
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三
地域行事や

地域資源に

触れ、知る

地域の魅力

を伝える

食の歳時記
r
 

＜北之庄菜について＞

江戸時代末期から昭和 30年代頃までは、主に農家のお漬物用として北之庄町一帯で栽培されていた

“かぶ”の仲間である。食生活の変化に伴い、一時は全く栽培されなくなってしまった。しかし、 13年

前、偶然にもマッチ箱の中から北之庄菜の種が見つかり、地域の伝統野菜として見直され、農家でつ

くるようになった。見た目には鮮やかな紫紅色が目を引き、お漬物はもちろん、すりおろす・煮る・

炒める、など使い方は多種多様である。
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おうみ未来塾12期生 8 はちみ～つ
Htee"s 

屑：IIの鑽驀
北之庄で、 メンバーそれぞれのフィールドで、‘‘つながり’'づく りは続けていく

イベントに出店し北之庄菜を紹介・販売

飲食店に北之庄菜を紹介

北之庄のみなさんに

歳時記をお渡しし始める

歳時記に載せる食文化に

ついてヒアリング ＇^ 

＜． 

［成果発表会］

歳時記のテーマを

「北之庄菜」と「食文化」

に決定

： ； 
指 ！ 北之庄菜を一緒につくってみないか

三 導： I ~ と声をかけて頂く

NPO三三三＼□三一三「
♦• • ... 

北之庄の活動団体とつながる ~--

沢掃除、イベント、

懇親会に参加

「北之庄菜の普及」と

「歳時記づくり」を

具体的な活動内容に決定

フィールド調査や

ヒアリングを重ねる

三三詈］ング ＼ー／］

北碑を散策 1 / ; 

（北之庄の地域を知る） で一 学

ぶ

具体的な活動内容がなかなか定まらず、

.>l 見直しを繰り返す

↑ ― 
［中間発表会］

地域資源を北之庄のみなさんと再発見し

歳時記にまとめる中で、人と人、人と

地域をつなぐことをミッションにする

活動の地を近江八幡市

北之庄町に定める

［門□竺ー］

活動地域探し

【フィールドワーク】

―-, ‘‘人と人’、九豆地域’'がむすびつくきっかけ

づくりを学びたい8人が集まり 8meets結成

【グループミーティング】
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屑：IIのIf胃と冥扇
2013年 計 画 MTG 

回 日

1月 ・農業従事者へのヒアリング 1 ， 
2 16 
3 25 

2月
・・・ 非地地農域域業資イ従源ベ事者発ンへ掘トのヘヒのア参リン加グ

4 18 

5 26 

（ヨシ刈り、ヨシ焼き）
・イベント開催計画

3月 ・春（主休にこみどイも、ベ非ン農熙ト題開事催者対象）
6 12 

4月 ・地元住民の方々と寄り合い 7 
， 

8 21 

5月 ・イベント開催 （こども対象）
， 2 

例：地元特産品ど販ろん売こ体遊験び 10 12 

キ田植ッえス体験カ、メラマン
11 28 

6月 ・イベント開催 12 2 
例：地元野菜を使った 13 11 
料理教室 14 23 

7月 •夏休みイベント開催 15 ， 
例：蓮の象鼻杯体験 16 28 

8月 17 4 
18 20 
19 25 

9月 20 6 
21 10 
22 29 

10月 23 8 
24 20 

11月 25 10 

26 24 

12月 ・成果発表会 27 7 

おうみ未来塾12期生 8 はちみ～つ
，，，ee,.s 

宰 跨

16日 北繹之庄フ地証ィ域［：農傷業従品事者認へのヒヒアアリリンンググ
18日

16日嗣ブログ開名決定
17日設

3日ヨシ刈り参加 9日 目ロ標ゴ発マ表ー会ク
18日 決定

”8 ee〒s~`  
24日北之庄の散策

6,7日北之庄まつり見学
（住民の方と交流、ヒアリング）

14115日八幡まつり見学
21日北之庄の方との交流会
12日沢を守る会の総会・懇親会
16日北之庄沢魚とり体験
26日沢を守る会の清掃活動

1 日 百百沢菜菜を劇劇守場場るの田会ん田の植ぼ清のえ掃草体活取験動
9日中間発表会

30日
22, 9日菜劇場 り

7日お魚観察会・お魚釣り大会 15日北之庄菜の栽培
9日郷土食文化・松明作りのヒアリング 決定

15日 郷のを会守総る会会の 28日郷土料理試食
21日沢 清掃活動
4日沢を守る会の清掃活動

沢を守る会の懇ン親グ会
6日歳時記ヒアリ
11日沢を守る会の清掃活動
12日JAの北之庄菜栽培説明会
25日沢を守る会の一斉清掃活動
29日北之庄菜の肥料まき
14日百菜劇場稲刈り 14日 ZTV、毎日新聞
北之庄菜と野菜の種まき 取材
歳時記に載せる食文化のヒアリング 16日台風 18号の

聾
日沢を守る会の清掃活動 影響で畑冠水
日畑の肥料まき
日北之庄菜と野菜の種まき
3日野菜畑の間引き 13日 12/1のイベント
13日沢を守る会の清掃活動 への出店決定
北之庄菜間引き 17日滋賀大生に北之

14日野菜畑の間引き、北之庄菜畑の中耕 庄菜を紹介
芝桜植栽前準備 22日北之庄菜レシピ

19日近江八幡たいまつまつり見学 開発の協力店へ
20日沢を守る会の清掃活動

29日のリ依ヒ頼ング滋賀芝桜植栽と野菜畑の間引き
22日北之庄菜間引き 取材

3日郷の会総会 17日野菜ソムリエが

4 日 野菜畑の間食会レ30引シ用のkき清にピg収検掃2穫0討活、k会動g出

畑に来訪
10日北之庄菜 21日歳時記完成
17日北之庄菜
小学校給 荷

24日沢を守る会の清掃
1日 「よみがスりのレシピ」上映会('--て 11日 NHK取材

北之庄菜を会店の頭清販掃売活 15日成果発表会
8日沢を守る 動
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これ裏での君II

2月 3月

●メンバー各自の目的（グループ活動で学びたいこと）を共有し、互いに意識し、研鑽する

＼
／
 ●地域の行事「ヨシ刈り」参加

●目標発表会で「8meets活動計画」発表
•フィールドワーク：北之庄を散策

□
 

口
アドバイザーの先生方から、多くのご指摘、

アドバイスを頂いた。

ロご指摘等をもとに、

再度活動計画を練り直す

疑問①

．我々の活動は「何のために」「何をしよう

としているのか？」

・グループのミッション（活動目的）は？

ビジョン（我々が目指すこと）は？

疑問②□7具体的な活動内容を検討する
「この活動は北之庄のみなさんが望んでいる

こと？」、何度も自分たちに問い直した。

百聞は一見にしかず！北之庄とい

う地域を具体的にイメージできた。

散策中に出会った方々に、北之庄のお寺やお祭

の歴史を伺うとともに、これからの活動のヒン

トも頂いた。

失敗 口
・予めご挨拶しておきたい方を訪ねたもの

の、ご不在でご挨拶できなかった。

・グループ紹介の案内資料を準備しておら

ず、出会った方々に我々が何をするグルー

プなのかをきちんと伝えられなかった。

じ
気づき

北之庄のみなさんの様々な声をたくさん聞い

て、北之庄をもっと深く知らなければならな

し＼。

口気づき

活動内容を明確に示す資料やアポイントメン

トなどの事前準備の重要性を再認識した。
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4月 5月

•フィールドワーク：「北之庄まつり」見学

口
●地域の方々との交流会開催

すばらしいまつりに驚き、改めて北

之庄の魅力を知った。

●これまでの活動の振り返り

●北之庄の漁師さんと魚とり体験

● 「北之庄沢を守る会」の清掃活動参加

●「北之庄沢を守る会」の総会参加

゜

＼
／
 

□〉
北之庄の方が多く参加する「北之庄沢を守る

会」の総会で、グループ紹介の機会を頂いた。

失敗

まつりを見学する目的を明確に共

有していなかったので、まつりにま

つわる話を聞きとるだけの場にな

り、北之庄のみなさんとの交流を深

める機会にできなかった。

゜総会後の親睦会では、グループメンバーが精力的に話を伺いにまわり、各自のペースで北

之庄のみなさんとの交流を深めることができ

た。

こ交流会を企画

失敗

ご参加頂けたのはお一人だけ。さらに、後日

地域の方から「いったいここで何をするつも

りなんだ？」というご指摘も頂いた。

゜

気づき

我々の活動を「伝えていた」つもりであった

が、地域のみなさんには「伝わっていなかっ

た」。

゜

新たなつながりも多くでき、北之庄沢の清掃

活動や魚とり体験などへのお誘いも頂いた。

これからの活動に向けて

ようやく地域に入るきっかけを頂けた。

沢掃除など、地域の中の既存の行事に参加

し、また地域のみなさんの声を聞きながら、

『北之庄の365日を綴った歳時記をのこ

し、次世代を担うこどもたちに渡していく』

グループの活動を進めていきたい。
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6月 7月 8月 9月

●「北之庄沢を守る会」に入会。年に数回の一斉清掃だけでなく、班ごとの定期清掃にも参加。

＼
／
 ●地域で活動中の「百菜劇場」主催の

田植え体験・草取り体験に参加

●「沢を守る会」主催の「お魚観察会・

お魚釣り大会」参加

●「北之庄郷の会」総会に参加

ロ
サ

●「松明づくり」と「郷土食」に

ついてヒアリング＆試食

つながり①

NPO法人百菜劇場

北之庄で農に携わり、地域の方からの信頼も

厚い団体と 8meetsがつながる。「北之庄で

共に活動していこう」と確認しあう。

●歳時記の内容である「北之庄の食」について

地域のお年寄りにヒアリング

●「沢を守る会」の懇親会出席

目菜劇場」稲刈り体験に参加

●JAの北之庄菜栽培説明会に参加

●北之庄菜を栽培する畑に肥料まき

●北之庄菜と野菜種まき

つながり②

北之庄沢を守る会

沢を守る会では、毎日曜日、担当班が沢掃除。

この清掃班に 8meetsの有志が個別に参加。

地域の方と話ができる貴重な場となる。

つながり③

北之庄郷の会

総会に参加した中で「8meetsも北之庄菜を

つくってみないか」と提示される。‘‘北之庄に

あるもの'、'しかも伝統ブランドを活かす活動

に携われることになる。

「歳時記」は、北之庄菜を PRする際

のツールとして利用することに決定。

掲載内容の核は「北之庄菜」と「北之

庄の食」。今までにヒアリングを重ね

てきた「まつり」や「地域行事」、「北

之庄沢」などの話は、「食」の切り口

から関連付けて掲載することにした。

気づき

郷土食を知るために、おばあさんにヒ

アリング。手製のお漬物・お菓子持参

でご参加くださる。「こんな話を聞き

たいの？」と驚かれながらもたくさん

語ってくださり、最後は「楽しかった

わ」とご感想。特別なイベントを企画

せずとも、対話で交流を深めることが

できるのだと確信。

気づき ｛ 
地域の声を聞く機会を設けるごとに、何を核

にして活動を進めるかの見直しに時間を要

し、具体的な活動内容がなかなか定まらなか

った。しかし、地域に溶け込む中で、導かれ

るように活動の内容が確定した。地域とつな

がり、地域のみなさんと対話する機会の重要

性をひしひしと感じた。

つながり④

本格的に北之庄菜の栽培を始める。必然的に、

畑で出あう地域のみなさんと話す機会が増える。
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10月 11月 12月

●北之庄菜・冬野菜の栽培

□ :，［こ言［三の歳時記つくり
メンバーそれぞれ時間を工面しながら

ける。「郷の会」の方

を頂きながら、肥料まきや間引きの作

業を行った。

- I 
これまでのヒアリングやフィールド

ワークの内容から「食文化」と「北

之庄菜」をテーマに、我々が感じた

ことを歳時記にまとめはじめた。

・飲食店に北之庄菜を紹介してまわった。

•北之庄菜のレシピ開発に協力してくれる人

を探してまわった。

伝統野菜の魅力

一度途絶えた北之庄菜。「お漬物ぐらいにし

かならへんで」と地域の中でも決して高い評

価ではなかった。しかし、北之庄菜の存在を

外へ外へ発信し続ける中で、「地域で育まれ

た伝統野菜」への興味関心の高さを強く感じ

た。「食べたい」「美味しい」から「つくって

みたい」という声を大きくし、北之庄菜が二

度と途絶えることのないしくみづくりを考

えていきたい。

口

＼
／
 

●北之庄菜・冬野菜の収穫

●北之庄菜レシピ検討会

●取材対応「リビング滋賀新聞」

●近江八幡市学校給食用に出荷

●北之庄食の歳時記完成

•イベントに出店し北之庄菜を紹

家庭で簡単に食べても

グループ内での試食を重ね、北之庄

菜のレシピの開発を始めた。

「郷の会」の協力を得て 20kg 

の北之庄菜を出荷した。

在来作物を守るドキュメンタリー「よみがえ

りのレシピ」上映会にて北之庄菜や北之庄菜

のふりかけおにぎりを販売し、歳時記を渡し

ながら来場者に北之庄菜を紹介した。北之庄

菜を気に入ってくださったお客様からお礼の

メールを頂き、新たなつながりもできた。

気づき
卒塾にあたり、 8meetsの活動にご協力いた

だいたみなさんにお礼の挨拶を。できあがっ

たばかりの歳時記を持って、一軒一軒お伺い

した。ブログをご覧下さっている方もいらっ

しゃり、非常に嬉しかった。沢掃除や北之庄

菜の栽培を通して築いてきた「つながり」の

成果だと思う。今後は、「こうしたいんや」と

いう地域のみなさんからの声に応えながら、

活動を共にしていきたい。
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歳時記づくりを通して、北之庄の食と農の魅力を再発見することを目的とし、メンバーが北之庄

で実際に感じた魅力と北之庄のみなさんへのヒアリングを基に制作した。この歳時記は、北之庄

菜を紹介する際に用いたり、北之庄のみなさんにも手渡ししたりするつもりである。
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2013年 11月 16日（土）滋賀リビング

2013年 9月 15日（日）毎日新聞

2013年9月 14日（土） ZTV取材

2013年 12月 11日（水） NHK取材

く北之庄沢を守る会＞

北之庄の有志により設立された「北之庄沢を守る会」は、美しい北之庄沢を守り、自然を次世代

に引き継ぐために、継続的に清掃活動をされている。

（平成 18年度都市景観大賞「美しいまちなみ大賞」受賞）

＜北之庄郷の会＞

「北之庄郷の会」は、近江八幡の伝統野菜である「北之庄菜」の栽培と採種および種の保護活動、

加工 ・販売による地域振興を目的とした団体である。

<NPO法人百菜劇場＞

持続可能な震業の普及を目指し、野菜づくり•お米づくり、また農業体験やワークショップを通

して、農のある暮らしを提案している「百菜劇場」。百菜劇場という名前には「畑はたくさんの生

きものの舞台」という思いが込められている。
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肴：IIの虜果を綱＇IJ量って

思い・迷い・転機

r人と人’、また、‘人と地域がむすびつくきっ
かけづくりを学びたい」という 8人が集まって

生まれたのが8meets。
活動の地を、近江八幡市北之庄町に定め、北

之庄の地域資源を北之庄に住むみなさんと共に

再発見し、その一つのかたちとして「歳時記」

をつくる。その過程の中で‘人と人： ‘人と地域'

をつないでいくことをミッション（活動目的）

に据えた。

まずは「北之庄を知る」ことからスタート。

しかし、フィールド調査やヒアリングの機会

を重ねれば重ねるほど、ミッションを達成する

ための具体的な活動内容を定めきれなくなった。

►一部の人の話を聞いただけで、それが北之

庄のみなさんの思いだと言えるのか。

►誰にでも受け入れてもらえそうなものを探

しているうちに、誰にも必要とされないも

のをつくりだそうとしているのでは？

►そもそも 「歳時記づくり」は、誰が求めて

いるのだろうか。

►もっともっと的をしぼり、北之庄の中の本

当に惚れたところ、自分たちが楽しんで取

り組めるところを見つけ出そう。

何度もグループ内で討議を重ね、今後の進む

べき方向性を探っているうちに 5か月が経った。

活動の転機は、突然訪れた。

「北之庄菜、一緒につくつてみいひんか？」

北之庄菜を栽培されている農家さんからお誘い

を受けたのだ。どうやって地域とつながろうか

と模索し続けていたが、その間も絶えず地域の

みなさんとかかわり続けてきたことが功を奏し、

北之庄の地域資源である「北之庄菜」を媒介と

した活動を具体的に始めることができるように

なった。今後の方向性が明確になり、 8meets

の中で多くの意見が飛び交うようにもなった。

＜北之庄にあるもの＞とつながる

＊北之庄には「沢」がある
地域のみなさんと最も多く顔を合わせる機会

を設けられたのは、「沢を守る会」主催の沢掃除

である。毎週の沢掃除に、 8meetsのメンバー

が交代で参加。「未来塾の何とかという人」から、

「00さん」と名前で呼んで頂けるようになっ

た。

北之庄のみなさんとつながる大きなきっかけ

となった。「沢を守る会」のみなさん、ありがと

うございました。「沢を守る会」の西野会長から

メッセージを頂戴しました。

蕊「沢を守る会の活動は 13年目を迎え、定着し

てきた。その中で、 8meetsの参加は新たな活気
となった。『歳時記』

についても、北之庄

に住む我々が北之庄

の魅力を再発見する

機会となった」

＊北之庄には「北之庄菜」がある
「北之庄菜をつくる」とはいえ、畑仕事に関

しては素人集団の 8meets。わからないことだ
らけなので、ーから十まで指導を乞う。畑で出

あった人に尋ねる。ともに出荷作業をおこない

ながら、世間話。新しいつながりが生まれる。

「北之庄菜」に関わることができるようにな

ってから、 8meetsの活動の場は大きく広がっ
た。「郷の会」のみなさん、ありがとうございま

した。「郷の会」の大西会長からメッセージを頂

戴しました。

◎「北之庄菜の栽培や畑づくり、また北之庄沢

の掃除にも参加してもらった。『歳時記』を見せ

てもらったが、知らなかったことまで教えられ、

もう一度北之庄を振り返る機会になった。これ

からも、北之庄の知

らないところを一緒

に勉強していきまし

ょう。」
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＊北之庄には「百菜劇場」がある
すでに北之庄の地で活動を続けていらっしゃ

る百菜劇場さんの存在はとてもありがたかった。

全くの余所者である 8meetsが顔を出す先々に
百菜劇場さんが。‘顔なじみ’が‘顔つなぎ’をして

くださると、新しい場でも溶け込みやすい。

「百菜劇場」のお二方、ありがとうございま

した。「百菜劇場の」の廣部さん・根津さんから

メッセージを頂戴しました。

◎「北之庄の地域資源は『人』だと思う。共に

畑仕事をする中で、農家のみなさんのあたたか

さ•おおらかさに気

づかれたのでは。こ

の気づきや学びを、

これからの活動に活

かしてください。」

＜食＞は、つながりを生む

自分たちが作った北之庄菜を、どうやって PR

していくか。美味しく食べられる家庭料理の紹

介は欠かせない。ミーティングの中で、北之庄

菜のレシピ検討会。最高の盛り上がりを見せた。

“食’'は必ず‘つながり’'を生む。

活動当初から、 8meetsの総意であった。
「北之庄菜を知ってもらいたい」「北之庄菜を

美味しく食べてもらいたい」という思いは、グ

ループのつながりも強化した。

収穫した北之庄菜をいろんな飲食店に紹介す

る。同時に、イベントの場を通じて、一般のみ

なさんにも「食べてもらう」機会を設ける。

先日、嬉しい感想を頂いた。

◎「北之庄菜の根の甘いこと。野菜スティック

にしていただきました。私と子どもの大好物に

なりました！葉の部分は、ふりかけに。美味し

くて感動です。この冬のマイブームになりそう

です。今後は、草取りなど、畑仕事の手伝いに

行けたらと思います。」

地域の伝統野菜の栽培に、将来世代のこども

たちが関わっていく。この姿は、我々が目指し

ていたもの。小さくはあるが、確実に一歩を踏

み出せたことは大きな成果である。
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食の歳時記

北之庄菜の栽培や PR活動に携わる一方で、

地域の伝統野菜「北之庄菜」と「食文化」の二

つをキーワードにした歳時記を作成。北之庄菜

の販促ツールに利用するとともに、北之庄のみ

なさんにもご覧頂こうと、お世話になった方々

に手渡しを始めている。

「ようつくってくれたなぁ。立派なもんや」

「もっと譲ってくれへんか。いろんなところで

配りたいし。市役所や観光協会にも渡すわ」

「他にもな、まだ（伝えたい）話はあるで」

「そうそう、ブログも見てるで。ようやってく

れてるなぁ」

思いがけず、嬉しい声を方々で頂戴すること

に。北之庄の地域資源を「見える化」すること

で、地域の魅力を再認識し、発信していきたい

と感じて頂くことができた。同時に、 8meets

を受け容れて頂けるようになったと確信。今後

は、北之庄のみなさんの中で、歳時記や北之庄

菜を手にしながら、北之庄を話材に話が弾む関

係性を築いていくことが目標である。

これから

活動の過程で紆余曲折があった 8meets。し
かし、 10か月という短い期間の中で、北之庄の

中に溶け込むことができたのは、常に「地域の

みなさんと対話しよう」という働きかけを続け

たからだと考える。顔を合わせて話すこと、関

わり続けることの重要性をつくづく感じた。

卒塾を迎え、 8meetsは解散するが、有志は、

引き続き北之庄の地で活動を継続していく。

これからは活動を通じて学んだことを糧に、

各々、目指すフィールドで“つながり’'づくりに

実直に携わっていく。

北之庄のみなさま、大きな学びを本当にあり

がとうございました。
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グループ名：古ゞ屋 （ここや）

テーマ ：古民家活用サポーターズ
活動内容 ：使われなくなった建物や古民家を地域の方々

に利用価値のあるものへと再生し、失われつ

つあるご近所づきあいや、少子高齢化、安全

面など多方面で末永く利用出来る、価値ある

建物として活用する。
活動場所 ：米原市柏原

゜＼ゞI r 

“『II閂霜9
岡田健太郎 （米原
長阪静 （ 
小林陽子 （米原市
小野明美 （長浜市）
村山奈緒美 （東近江市）
青木孝守 （大津市）
藤原実 （高島市）

グループ名： 8meets（はちみ～つ）
テーマ ：人と人をつなぐ北之庄歳時記

活動内容 ：水郷のさと、近江八幡市北之庄町。地域の魅力を

知り、地域のみなさまとのつながりを持つなかで、

伝統行事の食文化や地域の伝統野菜を知りました。

農家のみなさまのご協力を得て農業を学びながら

体験し、地域の魅力を伝えていきます。

活動場所 ：近江八幡市北之庄町

'̀、一大工信隆 （彦根市）
土井祟史 （愛荘町）

大橋久幸 （近江八幡市）
大山真 （近江八幡市）
中島みちる（近江八幡市）
藤井由美子（近江八幡市）
松岡沙織 （守山市）
山田英二 （大津市）

】

‘¥ 
l ¥ r 

グループ名：おうみのふるさと物語プロジェクト

テーマ ：ふるさと物語でこころを育み未来につながる

（、 ／ ＼ ～ 活動内容 ：悶霜閲詈し、噂、ば詈晶官嬰こし基てづ編く集

します。そして、お話会のような語り部の会を開

催し、未来に伝え、地域愛を育み、地域活性化に

つなげます。
場所 ：守山市・野洲市

｛ 
ヽ
¥ JI 

賀市水口町】 ‘) ダ／～＼／―

八 ヘノ

¥ | Zど：プ名：警忌笠：！る多文化共生に関する課題解決を目指 円□9譴心山市）
活動内容 ：旧水口町における多文化共生の発展。外国人住民のネ 原田義子 （栗東市）

ットワーク、および子育て支援に関する地域団体と連 千代苑子 （栗東市）
携し、子ども達やその親世代同士の交流をはかり、互 西岡裕洋 （湖南市）
いに理解し合えるきっかけづくりを目指しています。 山本周作 （甲賀市）
そのために現在は関連団体と意見交換を重ね、互いに 藪下利男 （甲賀市）
理解を深めることができるワークステーションを構築中。山中美津子（甲賀市）

活動場所 ：甲賀市水口町

“闘閲露9
山本一男 （大津市）
樋上真吾 （守山市）
塩田余侍美 （守山市）
石川輝伸 （栗東市）
山川弘光 （野洲市）
佐藤麻里 （奈良市）

橘晃照 （長浜市）
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淡海ネットワークセンター事務局座談会

「12期生の卒塾を迎えて」
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座談会参加者

淡海ネットワークセンター

常務理事・事務局長

歌代泰和

淡海ネットワークセンター

事務局スタッフ

澤孝彦（おうみ未来塾1期生）

おラみ未来塾への入塾には、どのような方が応募
されてきますか？

膿吹： 12期生の選考面接に来られた方は、積極的
な方が多かったです。

遠藤：それに、今回も若い方も多かったですね。

澤：ぼくら1期生とか初期の頃に比べると平均年
齢は若くなっているように思いましたね。

遠藤：最初の頃、入塾する人達は市民活動とかに
関わっている方が、活動している中で、ぶ
ちあたった壁を解決するために、学びにき
ている感じでした。

臆吹：最近はどちらかというと地域をなんとかした
いと思う方が、地域づくりを学ぶために入塾
してきていますよね。

澤：面談も当初はなかったし、 1期生は75名＜
らいの応募があった。

歌代：だけど、入塾して学ぶ最適な人数を考えて、
面接選考を11期生から取り入れました。

遠藤：入塾希望の方って、いろいろな方がいるのよ
ね。

澤：入ってからのぶつかり合いもあるしね
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淡海ネットワークセンター

事務局スタッフ

遠藤悪子（おうみ未来塾1期生）

淡海ネットワークセンター

事務局スタッフ

臆吹憲吾

遠藤：ぶつかり合いがあるからいいと言えますよね。
グループ活動は地域の縮図。地域だって、いろ
いろな価値観、経験値の人の集まりだから。

脇吹：グループ活動にどうやって入っていくかが
12期生の狙いだったし、グループ活動の前段
階としてぶつかり合いも予想の範疇内だから。
地域に入って活動するのにぶつかり合いは当
然でてくるしね。それに、もめそうになると
治めようとカバーする人が出てくる。それも
グループ活動の狙いだよ。

12期生はどのような塾生でしたか？

遠藤：とにかく真面目でしたよね。だってあの湖北
での宿泊研修。あの時、自己紹介シート全員
提出してましたよね。

澤：全員ってすごい。

遠藤：それまでの塾生っていうか、私達1期生なら、
全員提出したかどうか。

澤：時々、誰かが『何でそんなもん出すんだんよ』
っていう人がいた。

遠藤： 12期生は「なんてまじめでしょう」と思っ
たわ。

朧吹：自分たちで決めたことを守る！自主的運営の
基本ですよ。



歌代：そういえば、僕は行かなかったんだけど、夏
の高島での研修、帰ってきたみんなの話を聞
いて、心配した。
あの時、お腹の大きかった塾生もいたし、何
かあったらどうしようかと思った。

遠藤：そう、高島では真夏の炎天下の中、田んぼの
あぜ道で、熱く語り続けられる講師さんのお
話。いつまで続くのか、 ドキドキ。みんな汗
だらだら。でも、誰一人文句も言わずに、熱
心に話しを聞いてた。

臆吹：事務局の運営に抗議がおきても不思議ではな
かったですよね。

遠藤：ほんと、どきときでした。講師さんの熱意に
みんな引き込まれていたのもあったとは思う
けど。

朧吹：講師さんの熱意と塾生の学ぶ意欲の熱意でし
ょうね。

歌代：あと特筆するのはサブ講座の多さじゃない？

12期生にメッセージをお願いします。？

遠藤：卒塾後も活動を続けるって聞いているグルー
プが多いのもすごい成果。おうみ未来塾の転
換期にきてるって感じます。

歌代：是非とも活動は継続させてほしいですよね。
（協力いただいている）地域の期待が高まっ
ているのでね。がっかりさせないでほしい。
ますます期待にこたえて活動するために、塾
長や運営委員へもっと協力をあおげばよいと思う。

遠藤：アドバイザーの先生方が、残念って言われて
いたことが、グループ活動に入ってから、 『
これはどうすればいいんだ！教えろ！』って
誰も言わない。
『こんな活動しているんだから、見に来いよ』
くらいの固々しさがあってもよかったと思う。
先生方とっても気にして下さっていたと思い
ます。
1期生から 12期生のネットワークをつなぐ
ことも仕事だし活用して下さい。

臆吹：この活動だけで地域プロデューサーを極めた
臆吹：意欲的でしたよね。自主的にサブ講座を次か と思わないで、地域に帰って活動する地域活
ら次へと企画して運営されていました。 動解決思考を活かしてほしい。地域プロデュ

ーサーを追い求めてほしい。永遠に極めてほ
歌代：塾生の皆さん、’誠実で素直だし、玄人はだし しいですね。
っていうのか・・・

澤：自主的活動が活発で、意識が高いというか、
前向きだから在塾率が高かったですね。ほん
と、多彩な人材が集まりました。

歌代：だから、グループ活動にバリエーションがで
ましたよね。それに一人一人の才能があふれ
ていましたよ。周りの関心をよんで、メディ
アヘの露出も今までと比べて多かったと思い
ます。活動を塾生が楽しんでいた感がありま
すね。
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歌代：自分の地域プロデューサー像をつくることが
これからの課題ですよ。

おうみ未来塾を今後どのよラにしていきたいで
すか？

歌代：せっかくたくさんの卒塾生がいるのに、卒塾告
290人のネットワークが構築されていない。←
れから作っていきたいですね。

臆吹：おうみ未来塾を卒塾した誇りを大切にしてほ
しいです。関係性、つながる場、助け合う場
面の設定を行って未来塾コミュニティーネッ
トワークを構築していきたい。

澤：おうみ未来塾が活動し始めた初期の頃は、こ
ういった塾が少なかった。けれど最近は増え
てきてますよね。卒塾生が活躍してくれれば
おうみ未来塾の知名度があがる。

遠藤：未来塾の評価は数値でははかれないから、卒
塾生が各地域で活躍していれば存在価値があ
がる。どんどん活躍して下さい。



お
う
み
未
来
塾

塾
長
北
村
裕
明
先
生

第

十

二

期

生

卒

塾

C
言

葉

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
五
日

第
十
二
期
お
う
み
未
来
塾
卒
塾
生

代

表

橘

晃

照

熱
い
思
い
を
持
っ
た
二
十
九
人
の
仲
間
と
と
も
に
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
心

か
ら
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
お
う
み
未
来
塾
で
の
活
動
を
振
り
返
る
と
、
様
々
な
貴
重

な
経
験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

一
年
目
の
基
礎
実
践
コ
ー
ス
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
と
お
し
て
様
々
な
地
域
を

め
ぐ
り
、
地
域
の
方
々
の
熱
い
思
い
や
個
性
あ
る
魅
力
「
地
域
資
源
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
あ
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
年
目
の
創
造
実
践
コ
ー
ス
で
は
、
実
際
に
地
域
に
入
っ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
身
を
も
っ
て
市
民
活
動
と
は
何
か
、
地
域
に
入
れ
て
い
た
だ
く
こ

と
の
難
し
さ
と
と
も
に
地
域
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
本
日
、
卒
塾
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
お
う
み
未
来
塾
十

二
期
生
は
、
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
の
大
き
な
＿
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

お
う
み
の
各
地
域
に
は
、
素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
地
域
課
題
も

あ
り
ま
す
。
地
域
資
源
を
活
か
し
て
地
域
課
題
を
解
決
し
、
魅
力
あ
る
地
域
を
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
す
る
た
め
に
、
こ
こ
に
い
る
二
十
九
人
の
地
域
プ
旦
プ
ュ
ー
サ
ー
は
助
け
合

い
支
え
合
い
な
が
ら
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
理
事
長
、
塾
長
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
先
生
方
、
来
賓
の
方
々
、
事
務
局
の
皆
様
、
卒
塾
生
の
先
輩
の
皆

様
、
さ
ら
に
は
こ
の
二
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
お
う
み
の
地
域
の
皆
様
、
塾
生
を

代
表
し
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
お
力
添
え
な
し
に
は
こ
こ
ま
で
た
ど

り
つ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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タイトル『つなぐ力、つながる力』に込めた想い：大山真

いろんな個性を持つ地域プロデューサ＿がいる。活動の有り様は、まさに十人十色。しかし、

はじめの一歩は共通項。 人間関係を築くところからである。互いの価値を認め合いながら、縦に

横にネットワークを張りめぐらせ、信頼関係を築いていく。それには、自己肯定感、自他理解、

コミュニケ＿ションカが欠かせない。 たゆまぬ自己研鑽が必要だ。同時に、活動を共にする仲間

の自主性を信じ、一人ひとりの能力を最大限に発揮できる環境づくりも、地域プロデューサーに

求められる資質であると考える。地域資源を掘り起こし、磨き上げ、最大限に活かす。そのため

に、まず自分自身が地域の方々とつながる。そして、この輪を広げるべく、人と人をつないでい

く。 「つなぐ力」「つながる力」の大切さ、素晴らしさを学んだ2年間である。 「おうみ未来塾」

での学びは、未来の自分とのつながりもつくる。そう未来への投資だ。

表紙デザインに込めた想い： 居山翠

今回の表紙。タイトルが決まってから、それに合わせて描きはじめたのですが、実は元々、塾生

の顔…特に笑顔を描きたいなあとぼんやり思っていました。タイトルが決まって改めてペンを

握り、「つなぐ力、つながる力」をキーワードに浮かぶイメージを書き出していきましたが、やっ

ぱりみんなの笑顔が頭から離れません。何故でしょう？ 1年半の学び・活動を通じて、ふと表

れる充実した笑顔••これもひとつの 「おうみ未来塾での成果」なのでは？また、その笑顔があっ

てこそ、地域との繋がりを生み出せてきたのだとも思うのです。だから、頭から離れなかったの

です。笑顔が共鳴して、繋がりの輪を広めていく様子…それがこの表紙のイメージです。

これからもこのイメージを大切に、地域プロデューサーとして成長していきたいです。

12期生の成果報告書は、
おうみ未来塾外の方々にも、いろいろなことを伝えられる内容にしたいと、

3つのコンセプトを基に編集を行いました。

①おうみ未来塾とその活動を知ってもらいたい
活動にご協力頂ける方や、おうみ未来塾で学びたい方が増えていくと幸いです。

② 12期生がおうみ未来塾で得た学びを伝えたい
地域について考えたり、地域課題に取り組むきっかけやヒントになれば幸いです。

③ 12期生の 1人1人を PRしたい
地域活動をされている方や団体と 12期生との新たな「つながり」が生まれれば幸いです。

編集委員一同
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